
研
究
ノ

l
卜

商

業

と

流

潤

利

商
業
資
本
、
商
業
利
潤
、
流
通
費
の
研
究
に
関
す
る
著
書
、
論
文
の
数

は
す
く
な
く
な
い
。
本
誌
上
で
も
井
田
喜
久
治
教
授
が
数
々
の
労
作
を
発

表
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
が
専
攻
す
る
農
業
経
済
学
や
、
農
業
協
同
組
合
論

の
研
究
に
あ
た
っ
て
も
、
商
業
資
本
の
考
察
は
避
け
て
通
る
こ
と
の
で
き

な
い
理
論
的
前
提
の
一
つ
で
あ
り
、
ま
た
マ
ル
ク
ス
の
『
資
本
論
』
全
巻

を
貫
く
価
値
論
研
究
の
上
か
ら
も
、
商
業
資
本
、
と
く
に
流
通
費
の
研
究

は
重
要
な
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

商
業
利
潤
と
流
通
費
を
め
ぐ
る
論
争
に
お
い
て
は
周
知
の
よ
う
に
二
つ

の
対
立
的
見
解
が
み
ら
れ
る
。
い
わ
ゆ
る
マ
ル
ク
ス
的
解
釈
と
ロ

l
ゼ
ン

商
業
利
潤
と
流
通
費

通

費

井

上

周

入

ベ
ル
グ
的
解
釈
が
こ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
『
資
本
論
』
の
著
者
の
立
場
を

そ
の
ま
ま
受
け
い
れ
て
理
解
す
る
の
に
対
し
、
後
者
は
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ

の
補
足
的
解
釈
を
支
持
す
る
立
場
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
の
立
場
を
そ
の
ま

ま
理
解
す
る
と
し
て
も
、
そ
れ
を
『
資
本
論
』
の
全
理
論
構
造
の
な
か
で

と
う
説
明
す
る
か
、
と
い
う
問
題
が
残
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
し
、
ま
た
ロ

l

ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
よ
う
に
解
釈
す
る
場
合
も
同
様
に
、
マ
ル
ク
ス
の
他
の
経

済
理
論
と
首
尾
一
貫
を
欠
く
こ
と
な
く
説
明
さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

し
か
し
後
者
の
立
場
の
諸
説
に
は
、
傾
聴
す
べ
き
論
点
が
す
く
な
い
訳
で

は
な
い
が
、
無
理
と
混
乱
を
来
す
こ
と
な
く
、
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
的
解
釈

を
貫
き
通
す
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
、
私
も

l
l井
田
教
授

と
同
様
に
ー
ー
ー
考
え
さ
る
を
え
な
い
。
と
は
い
え
井
田
教
授
の
所
説
に
も

九



商
業
利
溺
と
流
通
費

補
足
す
べ
き
点
が
な
い
と
は
い
え
な
い
の
で
あ
り
、
マ
ル
ク
ス
の
説
明
が

簡
潔
す
ぎ
た
こ
と
と
あ
い
ま
っ
て
こ
こ
に
論
争
の
発
生
を
み
た
と
考
え
ら

れ
る
。
ま
ず
問
題
の
所
在
を
簡
単
に
み
て
お
こ
う
。
反
ロ

i
ゼ
ン
ベ
ル
グ

的
解
釈
の
主
張
者
は
い
う
。

『
資
本
論
』
第
一
二
巻
第
四
篇
第
十
七
章
「
商
業
利
詞
」
で
マ
ル
ク
ス
は

次
の
よ
う
な
数
字
例
を
あ
げ
て
以
下
の
よ
う
に
説
明
し
て
い
る
。

生
産
的
資
本
九

O
O
(七
二
O
C
+
一八
O
V
)

の
ほ
か
に
商
品
取
扱
資

本
一

0
0と
さ
ら
に
そ
の
他
の
流
通
費
五

O
が
投
下
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、

総
剰
余
価
値
一
八

Q
が
、
い
ま
や
生
産
的
資
本
九

C
Qプ
ラ
ス
尚
人
資
本

一
五

O
、
合
計
一

O
一立

O
の
上
に
分
配
さ
れ
、
平
均
利
潤
は
一
七
山
Mm
と

な
る
。
産
業
資
本
家
は
商
品
を
8
0
十

H
E凶〉
1
3早
悶
訟
で
商
人
に
売
り
、

商
人
は
こ
れ
を
ロ

ω
G
(
3
8
+お
な
羽
涜
議
占
沖
合
区
N
W
m
U
5
滞
泊
設
訪
問
。
)

で
売
る
。

こ
の
マ
ル
ク
ス
の
説
明
で
は
、
五

O
の
流
遇
費
が
現
実
の
価
値
を
超
え

て
名
目
価
値
と
し
て
追
加
さ
れ
て
商
品
の
販
売
価
格
と
な
っ
て
い
る
。

こ
の
点
ロ

i
ゼ
ン
ベ
ル
グ
は
、
右
の
マ
ル
ク
ス
の
説
明
に
は
、
こ
の
五

O
が
剰
余
価
値
か
ら
控
除
さ
れ
て
填
補
さ
れ
る
点
の
説
明
が
捨
象
さ
れ
て

お
り
、
一
部
的
で
あ
る
と
し
て
、
次
の
数
字
例
で
マ
ル
ク
ス
の
所
説
を
補

足
し
、
解
釈
す
る
。

生
産
的
資
本
と
商
人
資
本
と
い
う
両
資
本
の
合
計
一

O
五

Q
に
対
し

て
、
分
配
さ
れ
る
利
潤
は
一
八
口
で
な
く
、
そ
こ
か
ら
流
通
費
五
口
を
差

引
い
た
一
一
二
り
で
あ
る
。
だ
か
ら
平
均
利
潤
ば
二
一
切
wm
と
な
る
。
寸
版
業

資
本
家
は
8
0
+
H
H
H
ω
¥吋

HUEロ
ポ
の
価
格
で
商
品
を
商
人
に
売
り
、
商
人

九
四

ハ
1
)

は
呂
ロ
ポ
十
戸
∞
ご
ユ
i
m
o
i
H
0
8
の
例
絡
で
、
そ
れ
を
消
費
者
に
売
る
。

私
は
ど
ち
ら
の
説
明
に
も
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
と
思
う
。

(

1

)

井
悶
教
授
は
万
円
二
つ
の
見
解
の
う
ち
p
l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
の
解
釈
を
不
当

と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
教
授
は
右
一
ぬ
問
題
点
を
中
心
と
す
る
戦
後
の
研
究

を
整
理
し
て
次
め
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
二
つ
め
見
解
と
は
「
一
方

の
安
部
隆
一
、
森
下
二
次
白
、
西
川
良
一
、
橋
本
勲
、
岡
田
裕
之
、
宇
野
弘

歳
、
公
文
道
明
、
山
口
重
克
、
納
昌
平
ら
と
、
他
方
。
、
江
原
又
七
郎
、
井
出
喜

久
市
、
川
端
ぶ
ら
と
が
そ
れ
で
あ
る
。
前
者
は
、
基
本
的
に

?
iゼ
γ
ペ
ル
グ

の
解
釈
を
継
承
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
基
礎
上
で
、
以
下
に
み
る
ご
と
く

研
究
を
深
め
る
べ
く
試
み
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
社
会
的
生
産
物
の
総
価
値
と

名
目
的
価
値
を
合
な
総
販
完
価
格
と
の
不
一
致
は
、
一
つ
に
は
、
両
者
の
一
致

を
前
提
と
す
る
そ
の
世
論
的
諮
携
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
、
二
つ
に
は
、
資
本

家
階
級
全
体
に
つ
い
て
み
れ
ば
、
こ
の
費
用
は
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
に
よ
っ

て
填
補
さ
れ
る
と
い
う
マ
ル

P
ス
自
身
の
説
明
に
反
す
る
と
い
う
こ
と
、
換
言

す
れ
ば
、
価
値
を
超
え
る
流
通
費
の
追
加
の
関
係
に
お
い
て
は
、
こ
の
追
加
分

が
消
費
者
に
転
嫁
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
二
点
に
一
不
さ
れ
て
い
る
。
森
下

は
と
く
に
こ
の
点
を
一
貫
し
て
詳
論
し
〔
森
下
二
次
也
「
マ
ル
ク
ス
商
業
理
論

の
基
本
問
題
柳
教
授
の
批
判
に
こ
た
え
て
|
|
」
、
『
経
泌
学
雑
誌
』
(
大

阪
市
大
)
得

2
、
昭
お
。
同
一
日
現
代
商
業
経
済
論
ー

l
序
説
H

商
業
資
本
の

基
礎
理
論
|
|
l
』
有
斐
閣
、
昭
お
。
向
「
流
通
費
用
の
回
収
」
、
『
経
諸
問
学
雑

誌』

ω

3

・
4
、
昭
必
〕
、
安
部
、
西
川
、
岡
田
、
橋
本
ら
も
同
様
な
見
解

で
あ
る
〔
安
部
隆
一
円
流
通
諸
費
用
の
経
済
学
的
研
究
』
伊
藤
書
底
、
昭
辺
。

西
川
良
一
「
白
菜
経
済
論
の
一
俊
一
点
し
、
円
ロ
同
志
社
大
学
経
涜
論
叢
』

6
1
2
、

昭
初
。
岡
田
裕
之
「
商
業
資
本
の
可
変
資
本
の
平
均
利
潤
へ
の
参
与
に
つ
い
て



(
下
)
」
、
『
経
済
志
林
』
〈
法
大
)
1
1
1
、
昭
ぬ
。
橋
本
勲
『
商
業
資
本
と
流

通
問
題
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ア
書
房
、
昭
何
日
〕
。
前
者
の
う
ち
さ
ら
に
一
歩
を
す
す
め

る
宇
野
は
、
流
通
費
は
、
産
業
資
本
の
も
と
で
は
単
に
個
々
の
資
本
家
の
収
入

・
利
潤
か
ら
控
除
さ
れ
る
だ
け
で
利
潤
の
配
分
に
与
か
る
こ
と
は
で
き
ず
、
商

業
資
本
の
も
と
で
は
じ
め
℃
資
本
と
し
て
利
潤
率
の
形
成
に
参
加
す
る
と
と
が

で
き
る
。
そ
し
て
こ
の
よ
う
に
流
通
費
が
資
本
と
し
て
利
潤
の
配
分
に
あ
ず
か

る
こ
と
が
で
き
る
た
め
に
は
、
利
子
を
支
払
わ
れ
る
貸
付
資
本
を
媒
介
に
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
流
通
費
の
資
本
化
論
と
し
て
知
ら
れ
る
ま
っ
た
く

独
自
な
理
解
に
よ
っ
て
、
『
資
本
論
』
の
説
明
が
ふ
く
む
と
い
う
一
面
性
あ
る

い
は
矛
盾
の
解
決
を
図
ろ
う
と
し
た
〔
宇
野
弘
蔵
「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
」

有
沢
・
宇
野
・
向
坂
一
編
『
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
研
究
|
|
大
内
兵
衛
先
生
還
踏

記
念
論
文
集
(
上
)
|
|
』
岩
波
書
底
、
昭
お
〕
。
公
文
、
山
口
ら
も
同
様
に
論

じ
て
い
る
〔
公
文
道
明
「
一
同
業
資
本
と
商
業
利
潤
」
、
鈴
木
鴻
一
郎
編
司
利
潤

論
研
究
』
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
お
。
山
口
重
克
「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
川

1
1
1
宇
野
教
授
の
所
説
に
よ
せ
て
H
1
1
」
、
「
商
業
資
本
と
商
業
利
潤
凶
i
|
!

宇
野
教
授
の
所
説
に
よ
せ
て
口
|
1
」
、
『
電
気
通
信
大
学
学
報
』
凶
灯
、
昭

鈎
〕
。
同
じ
ぐ
他
方
の
柳
ら
は
、
逆
に
、
総
価
値
と
総
販
売
価
格
と
の
不
一
致

の
な
か
に
流
通
の
生
産
的
性
格
を
根
拠
づ
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
問
題
を
解
決
し

よ
う
と
し
た
〔
柳
昌
平
『
マ
ル
F
ス
商
業
論
の
問
題
L

、
『
社
会
科
学
諮
問
集
』

(
埼
玉
大
学
)

5
、
昭
お
い
。
」
(
井
田
喜
久
r
治
「
商
業
利
潤
論
戦
後
研
究
史

概
観
」
、
日
本
経
済
学
会
連
合
一
編
『
経
済
学
の
動
向
』
上
巻
、
東
洋
経
済
新
報

社
、
昭
和
四
九
年
}
一
月
、
一
一
八
|
九
ペ
ー
ジ
)
。

そ
こ
で
、
右
の
論
争
点
を
念
頭
に
お
い
て
、
以
下
こ
の
問
題
に
関
す
る

マ
ル
ク
ス
の
所
説
を
整
理
、
考
察
し
よ
う
。

商
業
利
潤
と
流
通
費

マ
ル
ク
ス
ば
商
業
資
本
の
考
察
以
前
に
お
い
て
は
、
産
業
資
本
家
た
ち

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
産
物
を
直
接
自
分
た
ち
で
阪
売
し
て
い
た
と
い
う
抽

象
の
段
階
で
説
明
を
お
こ
な
っ
て
き
た
。
し
か
し
資
本
主
義
の
現
実
に
よ

り
近
い
段
階
で
は
、
産
業
資
本
は
商
業
資
本
に
よ
っ
て
、
そ
の
運
動
の
一

部
分
を
代
位
さ
れ
、
剰
余
価
値
も
産
業
利
潤
と
商
業
利
潤
に
分
割
さ
れ
て

い
る
の
で
、
当
然
商
業
資
本
の
考
察
宏
お
こ
な
っ
て
い
る
。

社
会
の
総
資
本
は
、
生
産
資
本
の
ほ
か
に
、
そ
の
一
部
分
は
、
つ
ね
に

貨
幣
に
移
行
す
る
た
め
の
尚
品
と
し
て
、
ま
た
他
の
一
部
分
は
、
商
品
に

移
行
す
る
た
め
の
貨
幣
と
し
て
、
つ
ま
り
流
通
資
本
と
し
て
存
在
し
て
い

る。
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。

つ
拍
同
品
資
本
と
し
て
の
資
本
の
定
在
、
お
よ
び
、
資
本
が
流
通
部
面
内

・
市
場
・
で
商
品
資
本
と
し
て
通
過
す
る
姿
態
変
換
1

1
購
買
お
よ
び
販

売
に
帰
着
す
る
姿
態
変
換
、
商
品
資
本
の
貨
幣
資
本
へ
の
転
形
お
よ
び
貨

幣
資
本
の
商
品
資
本
へ
の
転
形
ー
ー
は
、
産
官
一
品
資
本
の
再
生
産
過
程
し
た

が
っ
て
総
生
産
過
程
の
一
段
階
を
な
す
が
、
そ
れ
と
同
時
に
、
そ
れ
〔
産

業
資
本
〕
は
、
流
通
資
本
と
し
て
の
こ
う
し
た
機
能
に
お
い
て
は
、
生
産

資
本
と
し
て
の
そ
れ
自
身
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
流
通
資
本
と
生
産
資
本
と

は
、
同
一
資
本
の
特
殊
化
さ
れ
区
別
さ
れ
た
二
つ
の
実
在
形
態
で
あ
る
。

社
会
的
総
資
本
の
一
部
分
は
、
た
え
ず
、
こ
の
流
通
資
本
と
し
て
の
実
存

形
態
で
市
場
に
あ
り
、
右
の
姿
態
変
換
の
過
程
中
に
あ
る
。
と
い
っ
て
も
、

九
五



商
業
利
潤
と
流
通
費

各
個
の
資
本
に
と
っ
て
は
、
高
品
資
本
と
し
て
の
定
在
お
よ
び
商
品
資
本

と
し
て
の
姿
態
変
換
は
、
そ
の
生
産
過
程
の
連
続
性
の
た
え
ず
消
滅
し
た

え
ず
更
新
さ
れ
る
一
通
過
点
二
通
過
段
階
を
な
す
に
す
ぎ
ず
、
し
た
が
っ

て
、
市
場
に
あ
る
商
品
資
本
の
諸
成
分
は
た
え
ず
変
動
す
る

l
iけ
だ
し
、

そ
れ
ら
の
成
分
は
た
え
ず
商
品
市
場
か
ら
引
上
げ
ら
れ
、
ま
た
絶
え
ず
生

産
過
程
の
新
生
産
物
と
し
て
商
品
市
場
に
返
還
さ
れ
る
か
ら
l

|
の
で
は

あ
る
が
。
」
(
『
資
本
論
』
、
長
谷
部
文
雄
訳
、
青
木
文
庫
削
三
八
六
七
ペ
ー
ジ
)

こ
の
よ
う
に
社
会
的
総
資
本
は
、
そ
の
一
部
分
は
生
産
資
本
と
し
て
、

他
の
一
部
分
は
流
通
資
本
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、

資
本
の
運
動
時
間
も
、
生
産
時
間
と
流
通
時
間
に
分
か
れ
る
。
す
な
わ
ち

資
本
の
運
動
は
生
産
部
面
と
流
通
部
面
の
二
段
階
を
通
過
せ
ざ
る
を
得

ず
、
生
産
部
面
で
の
資
本
の
滞
留
期
間
は
す
な
わ
ち
資
本
の
生
産
時
間
で

あ
り
、
流
通
部
面
で
の
資
本
の
滞
留
期
間
は
資
本
の
流
還
時
間
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
資
本
の
運
動
(
循
環
)
の
全
時
間
は
、
生
産
時
間
と
流
通
時

間
と
の
合
計
で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

流
通
時
間
と
生
産
時
間
と
は
そ
の
性
格
を
異
に
し
、
互
に
排
除
し
あ
う

関
係
に
あ
る
。
と
い
う
の
は
資
本
は
流
通
時
間
中
は
生
産
資
本
と
し
て
は

機
能
せ
ず
、
商
品
も
剰
余
価
値
も
生
産
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
流
通

時
間
は
二
つ
の
部
分
、
す
な
わ
ち

W

G

(
販
売
)
と

G

W

(
購
買
〉
に

分
か
れ
る
。
と
こ
ろ
が
こ
の
二
つ
の
部
分
に
は
生
産
の
資
本
制
的
性
格
か

ら
生
ず
る
区
別
が
あ
る
。
す
な
わ
ち

G

W

に
た
い
し
て
、

w
l
G
は
実

は

w
i
Vな
の
で
あ
っ
て
、
こ
こ
で
は

W
に
ふ
く
ま
れ
る
剰
余
価
値
の
実

現
が
含
ま
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
販
売
は
購
買
よ
り
重
要
な
の
で
あ
り
、
「
命

九
ノ、

が
け
の
飛
躍
」
と
い
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
し
か
し
こ
れ
ら
商
品
の
売
買
に

費
さ
れ
る
時
間
は
労
働
時
聞
か
ら
の
控
除
な
の
で
あ
り
、
流
通
時
間
は
生

産
時
間
と
対
立
し
、
排
除
し
あ
う
。

流
通
時
間
は
し
か
し
、
生
産
時
間
と
対
立
し
て
相
互
に
排
除
し
あ
い
、

資
本
の
価
値
増
殖
を
制
限
す
る
だ
け
で
な
く
、
流
通
時
間
は
多
か
れ
少
な

か
れ
「
流
通
費
」
の
支
出
を
必
要
と
す
る
と
い
う
点
で
も
、
資
本
の
価
値

増
殖
の
制
限
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
す
な
わ
ち
、
流
通
時
間
内
で
、
流

通
過
程
の
た
め
に
生
き
た
労
働
や
死
ん
だ
労
働
の
支
出
が
、
し
た
が
っ
て

資
本
の
投
下
が
必
要
と
さ
れ
、
た
ん
な
る
売
買
行
為
の
ほ
か
に
も
簿
記
な

ど
に
労
働
力
や
ペ
ン
・
イ
ン
ク
・
紙
・
机
な
ど
の
労
働
手
段
が
支
出
さ
れ
(
2
)
 

る
。
そ
こ
で
価
値
も
剰
余
価
値
も
生
産
し
な
い
こ
れ
ら
の
純
粋
の
流
通
費

の
補
填
・
回
収
の
問
題
が
難
問
と
し
て
残
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

(
2
〉
こ
こ
で
マ
ル
F
ス
が
「
純
粋
な
流
通
費
」

B
U
o
自
己
E-包
Z
E
r
o巳
E

と
の
べ
て
い
る
の
は
、
流
通
過
程
の
な
か
の
、
保
管
、
運
輸
な
ど
と
い

5
機
能

|
|
こ
れ
を
マ
ル
ク
ス
は
流
通
過
程
の
な
か
の
「
非
木
質
的
な
機
能
」
と
み
て

い
る
ー
ー
を
度
外
視
し
た
販
売
と
購
買
と
い
う
本
来
的
機
能
遂
行
の
た
め
の
費

用
で
あ
る
。
こ
の
費
用
を
マ
ル
ク
ス
は
川
販
売
お
よ
び
購
売
期
間
関

E同
l
E
口仏

〈
耳
E
E
ω
N
O
H仲
間
簿
記
出
口
門
医
戸
甘
さ
ロ
問
問
貨
幣
の
o
E
の
三
つ
に
分
け

て
論
じ
て
い
る
。

純
粋
な
流
通
費
の
第
一
が
売
買
期
間
で
あ
る
と
い
う
の
は
一
見
奇
異
な
感
を

与
え
る
が
、
そ
の
理
由
は
、
流
通
期
聞
は
た
ん
に
期
聞
に
と
ど
ま
ら
ず
、
必
然

的
に
費
用
を
要
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
期
聞
を
費
用
と
し
て
あ
げ
て
い
る
の

で
あ
る
。
こ
の
点
は
、
貨
幣
の
機
能
に
つ
い
て
マ
ル
F
ス
が
川
価
値
尺
度
、

ω



流
通
手
段
、
問
貨
幣
と
し
て
、
貨
幣
の
機
能
の
問
を
貨
幣
と
し
て
い
る
こ
と

と
、
ど
こ
か
共
通
な
も
の
を
感
ず
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

さ
て
流
逸
部
面
内
で
資
本
は
商
品
資
本
お
よ
び
貨
幣
資
本
と
し
て
存
犯

す
る
の
で
あ
る
が
、
た
え
ず
流
通
過
程
に
あ
っ
て
商
品
交
換
の
媒
介
を
専

門
的
任
務
と
す
る
の
が
「
商
品
取
扱
資
本
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
た
い
し
交

換
に
と
も
な
う
貨
幣
の
支
払
・
収
納
・
保
管
等
の
純
技
術
的
操
作
を
専
業

と
す
る
の
が
「
貨
幣
取
扱
資
本
」
で
あ
る
。
商
業
資
本
は
、
こ
の
二
つ
の

形
態
か
ら
成
り
立
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本

論
』
第
一
二
巻
第
四
編
「
商
品
資
本
と
貨
幣
資
本
の
商
品
取
扱
資
本
と
貨
幣

取
扱
資
本
へ
の
転
形
(
商
人
資
本
と
第
十
六
章
「
商
品
取
扱
資
本
」
の
冒

頭
で
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
荷
人
資
本
ま
た
は
尚
業
資
本
は
、
商
品
取
扱
資
本
お
よ
び
貨
幣
取
扱

資
本
と
い
う
二
つ
の
形
態
ま
た
は
車
種
に
分
裂
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ

ら
の
資
本
形
態
を
吾
々
ゆ
い
ま
や
、
資
本
の
核
心
構
造
の
分
析
に
必
要
な

か
ぎ
り
に
お
い
て
、
く
わ
し
く
特
徴
づ
け
る
で
あ
ろ
う
。
」
(
民
自
ニ
八
五

ペ
ー
ジ
)

商
品
取
投
資
本
巧

R
3
Z
E
Eロ
回
路
島
町
百
戸
と
は
、
商
業
資
本
家
に

よ
っ
て
流
通
過
程
に
投
下
さ
れ
、
商
品
の
販
売
と
購
買
の
機
能
を
繰
り
返

す
こ
と
に
よ
っ
て
、
生
産
過
程
で
生
産
さ
れ
た
商
品
の
価
値
、
し
た
が
っ

て
剰
余
何
億
を
実
現
す
る
こ
と
に
よ
り
、
剰
余
何
倍
の
一
部
を
取
得
す
る

資
本
で
あ
る
。

ま
た
貨
幣
取
扱
資
本
の
巾

Z
E
E
-
5岡山富
y
g
-
と
は
、
産
業
資
本
と

商
品
取
扱
資
本
と
の
流
通
過
程
に
お
い
て
貨
幣
が
遂
行
す
る
純
粋
に
按
術

商
業
利
潤
と
流
通
費

的
な
運
動
を
専
門
的
に
担
当
す
る
資
本
で
あ
る
。
と
の
両
者
は
、
い
ず
れ

も
、
剰
余
価
値
を
生
産
す
る
こ
と
な
く
、
そ
の
分
け
前
を
受
け
取
る
資
本

で
あ
り
、
前
貸
資
本
の
大
き
さ
に
比
例
し
て
剰
余
価
値
の
一
部
分
を
、
平

均
利
潤
の
法
則
に
従
っ
て
受
け
と
る
。

商
品
取
扱
資
本
が

G
l
w
l
V
と
い
う
運
動
を
示
す
の
に
た
い
し
、
貨

幣
取
扱
資
本
は

G
I
V
と
い
う
形
態
を
一
不
ナ
。
貸
付
と
借
入
れ
の
機
能
お

よ
び
伝
用
の
契
棋
が
加
わ
り
、
利
子
生
み
資
本
の
管
制
日
が
貨
幣
取
扱
業
の

特
殊
な
機
能
と
な
っ
て
発
展
す
る
と
き
、
銀
行
業
へ
と
貨
幣
取
扱
業
は
移

行
す
る
。
マ
ル
ク
ス
は
商
品
取
扱
資
本
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
商
品
資
本
の
運
動
は
第
二
部
〔
第
三
章
〕
で
分
析
さ
れ
て
い
る
。
社

会
の
総
資
本
を
考
祭
す
れ
ば
、
そ
の
一
部
分
は
1
1
1
つ
ね
に
別
の
詰
要
素

か
ら
構
成
さ
れ
、
ま
た
量
的
に
も
変
動
す
る
と
は
い
え
l
l
i
つ
ね
に
、
貨

幣
に
移
行
す
る
た
め
に
商
品
と
し
て
市
場
に
あ
り
、
他
の
一
部
分
は
、
商

品
に
移
行
す
る
た
め
に
貨
幣
と
し
て
市
場
に
あ
る
。
そ
れ
は
つ
ね
に
、
こ

の
移
行
運
動
、
こ
の
形
式
的
姿
態
変
換
運
動
を
し
て
い
る
。
流
通
過
程
に

あ
る
資
本
の
こ
の
機
能
が
一
般
的
に
一
特
殊
的
資
本
の
特
殊
機
能
と
し
て

自
立
化
さ
れ
、
分
業
に
よ
っ
て
一
特
殊
的
資
本
家
部
類
に
わ
り
当
て
ら
れ

た
一
機
能
と
し
て
固
定
化
す
る
か
ぎ
り
、
商
品
資
本
は
商
品
取
扱
資
本
ま

た
は
商
業
資
本
と
な
る
。
」

(ω
二一八五
1
六
ペ
ー
ジ
)

商
業
資
本
の
自
立
化
・
専
門
化
に
よ
っ
て
、
産
業
資
本
の
う
け
る
利
益

は
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば
次
の
諸
点
で
あ
っ
た
。

ω商
品
の
売
買
と
い
う
機
能
が
、
分
業
に
よ
っ
て
多
数
の
産
業
資
本
家

九
七



商
業
利
潤
と
流
通
費

の
一
付
属
業
務
か
ら
少
欽
の
売
買
代
理
者
の
特
殊
的
業
務
と
な
る
や
、
流

通
時
間
は
短
縮
し
、
産
業
資
本
の
回
転
を
早
め
、
剰
余
価
値
率
、
し
た
が

っ
て
利
、
潤
率
を
高
め
る
。

同
社
会
的
に
み
て
流
通
資
本
は
空
費
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
空
費
が
減
少

す
る
部
分
だ
け
、
生
産
に
充
用
さ
れ
る
資
本
部
分
を
増
加
き
せ
る
。
す
な

わ
ち
荷
業
資
本
が
自
立
化
す
れ
ば
、
産
業
資
本
家
が
み
ず
か
ら
準
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
貨
幣
資
本
を
、
分
業
に
よ
っ
て
節
約
で
さ
、
そ
の

分
だ
け
、
社
会
全
体
お
よ
び
個
々
の
生
産
資
本
を
拡
大
で
き
る
。

川
商
品
取
扱
資
本
が
い
く
つ
も
の
商
品
資
本
の
回
転
を
媒
介
し
う
る
と

い
う
こ
と
は
、
そ
れ
が
市
場
を
拡
大
し
、
相
異
な
る
産
業
資
本
国
の
分
業

を
ま
す
ま
す
広
く
媒
介
し
、
し
か
も
多
数
の
産
業
資
本
家
に
よ
る
共
同
利

用
は
、
商
業
資
本
の
集
中
、
縮
小
さ
れ
た
規
模
で
の
代
位
を
意
味
す
る
。

こ
の
限
り
で
、
の
そ
れ
は
産
業
資
本
の
剰
余
価
値
率
を
高
め
、
蓄
積
を
助
長

(
3
)
 

す
る
。

〔

3
)

こ
の
点
が
近
藤
康
男
教
授
の
「
商
業
資
本
必
要
悪
」
説
と
、
そ
れ
に
基
づ

く
、
協
同
組
合
の
役
割
を
特
殊
な
商
企
業
と
す
る
所
説
へ
の
反
批
判
の
経
済
学

均
論
拠
と
な
る
。

こ
う
し
て
商
業
資
本
は
、
商
人
の
専
門
知
識
や
熟
綜
、
売
買
の
集
中
化

と
専
門
化
、
価
値
増
殖
の
制
限
と
な
る
流
通
期
間
の
短
縮
、
社
会
的
な
空

費
で
あ
り
総
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
分
で
あ
る
流
通
費
の
節
約
、
さ
ら
に

不
生
産
的
な
流
通
資
本
部
分
の
縮
小
な
ど
に
よ
っ
て
、
産
業
資
本
に
よ
る

剰
余
価
値
の
生
雇
を
増
大
さ
せ
、
利
潤
率
を
高
め
る
の
で
あ
る
。

右
の
よ
、
7
な
利
点
を
生
み
出
す
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
業
資
本
の
機
能

九
入

そ
れ
自
体
は
、
直
接
円
い
は
価
値
も
剰
余
価
値
も
生
産
せ
ず
、
価
値
お
よ
び

剰
余
価
値
の
形
成
に
た
い
す
る
制
限
で
あ
っ
た
。
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。

「
商
人
資
本
は
、
流
通
部
面
内
で
機
能
す
る
資
本
に
ほ
か
な
ら
な
い
。

流
通
過
程
は
総
再
生
産
過
程
の
一
段
階
で
あ
る
。
た
が
流
通
過
程
で
は
、

何
ら
の
何
値
も
、
し
た
が
っ
て
ま
た
何
ら
の
剰
余
価
値
も
、
生
産
さ
れ
な

い
。
同
一
分
量
の
価
値
の
形
態
変
化
が
生
ず
る
だ
け
で
あ
る
。
事
実
上
、

商
品
の
姿
態
変
換
以
外
に
は
何
も
生
じ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
姿
態
変

換
は
、
か
か
る
も
の
と
し
て
は
、
価
値
創
造
ま
た
は
価
値
変
化
と
は
何
の

関
係
も
な
い
。
生
産
さ
れ
た
商
品
の
販
売
に
さ
い
し
剰
余
価
値
が
実
現
さ

れ
る
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
け
だ
し
、
こ
の
剰
余
価
値
が
す
で
に
そ
の
商
品

中
に
実
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
ま
た
、
第
二
行
，
為
た
る
貨
幣

資
本
と
商
品
(
生
産
要
素
)
と
の
再
交
換
に
さ
い
し
て
は
、
購
買
者
に
よ
っ

て
は
何
ら
の
剰
余
価
値
も
実
現
さ
れ
ず
、
こ
こ
で
は
貨
幣
と
生
産
手
段
お

よ
び
労
働
力
と
の
交
換
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
の
生
産
が
導
入
さ
れ
る
だ
け

で
あ
る
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
姿
態
変
換
が
流
通
時
間
ー
ー
ー
そ
の
あ
い

だ
資
本
が
何
も
生
産
せ
ず
、
し
た
が
っ
て
ま
た
何
ら
の
剰
余
価
値
も
生
産

し
な
い
時
間
ー
ー
を
要
す
る
か
ざ
り
で
は
、
こ
の
姿
態
交
換
は
価
値
創
造

の
制
限
で
あ
っ
て
、
剰
余
価
値
は
、
利
潤
率
と
し
て
は
、
疏
通
時
閣
の
長

さ
に
ち
ょ
う
ど
逆
比
例
す
る
も
の
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。
だ
か
ら
商
人
資

本
は
、
価
値
も
剰
余
価
値
も
創
造
し
な
い
、

l
!と
い
う
の
は
直
接
に
は
、

で
あ
る
。
商
人
資
本
が
流
通
時
間
の
短
縮
に
貢
献
す
る
か
ぎ
り
は
、
そ
れ

は
間
間
接
に
、
産
業
資
本
家
に
よ
っ
て
生
産
さ
れ
る
剰
余
価
値
の
増
加
を
援

け
る
こ
と
が
で
き
る
。
」
ハ
似
四
O
二
ペ
ー
ジ
)



「
流
通
部
面
で
の
資
本
の
純
粋
な
諸
機
能

l
l産
業
資
本
家
が
ま
ず
白

分
の
商
品
の
価
値
を
実
現
し
次
い
で
こ
の
価
値
を
商
品
の
生
産
諸
要
素
に

再
転
形
す
る
た
め
に
為
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
諸
操
作
、
商
品
資
本
の
姿
態
変
換

W
G
I
W
を
媒
介
す
る
た
め
の
諸
換
作
、
つ
ま
り
販
売
お
よ
び
購
買
と

い
う
行
為
ー
ー
は
、
価
値
も
剰
余
何
怖
も
生
み
だ
さ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ

か
、
こ
れ
に
必
要
な
時
間
は
、
客
観
的
に
は
商
品
に
か
ん
し
、
玉
観
的
に
は

資
本
{
本
に
か
ん
し
て
で
あ
る
が
、
価
値
お
よ
び
剰
余
価
値
の
形
成
に
と
っ

て
制
限
を
生
み
だ
す
こ
と
が
分
か
っ
た
。
商
品
資
本
の
姿
態
変
換
そ
れ
自

体
に
つ
い
て
云
え
る
こ
と
は
、
商
品
資
本
の
一
部
分
が
商
品
取
扱
資
本
の

姿
態
を
と
る
こ
と
、
ま
た
は
、
商
品
資
本
の
姿
態
変
換
を
媒
介
す
る
諸
操

作
が
一
特
殊
的
部
門
の
資
本
家
の
特
殊
事
業
と
し
て
・
す
な
わ
ち
貨
幣
資

本
の
一
部
分
の
専
門
的
機
能
と
し
て
・
現
象
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
、
も

ち
ろ
ん
決
し
て
変
化
し
な
い
。
産
業
資
本
家
自
身
に
よ
る
商
品
の
売
買
が

|
し
か
も
商
品
資
本
の
姿
態
変
換
W

G

W

は
こ
れ
に
帰
着
す
る
|

何
ら
の
価
値
も
剰
余
価
値
も
創
造
し
な
い
操
作
だ
と
す
れ
ば
、
商
品
の

売
買
が
産
業
資
本
家
に
よ
っ
て
で
な
く
他
の
人
物
に
よ
っ
て
為
さ
れ
て

も
、
そ
の
売
買
は
決
し
て
価
値
ま
た
は
剰
余
価
値
を
創
造
す
る
操
作
と
は

な
り
え
な
い
。
」
(
間
四
O
三
ペ
ー
ジ
)

こ
の
よ
う
に
商
品
取
扱
資
本
も
、
そ
し
て
こ
こ
で
は
直
接
諭
及
さ
れ
て

い
な
い
が
、
貨
幣
取
扱
資
本
も
決
し
て
価
値
も
剰
余
価
値
も
生
み
だ
す
も

の
で
は
な
い
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
商
業
資
本
と
い
え
ど
も
利
潤
を
入
手
し

な
い
で
、
そ
の
機
能
を
営
む
こ
と
は
決
し
て
な
い
。
マ
ル
ク
ス
は
商
品
取

扱
資
本
に
関
連
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。

商
業
利
潤
と
流
通
費

「
商
品
取
扱
資
本
は
、

1
1
1
こ
れ
に
結
び
つ
い
て
い
る
か
も
し
れ
な
い

保
管
・
発
送
・
運
輸
・
分
類
・
細
記
と
い
う
よ
う
な
凡
ゆ
る
非
本
質
的
機

能
を
別
と
し
て
、
販
売
す
る
た
め
の
購
買
と
い
う
そ
の
真
実
の
機
能
だ
け

に
限
定
し
て
み
れ
ば
、
価
値
も
剰
余
価
値
も
創
造
せ
ず
、
た
だ
そ
れ
ら
の

実
現
を
媒
介
し
、
そ
れ
と
問
時
に
諸
商
品
の
現
実
的
交
換
を
、
あ
る
人
の

手
か
ら
他
の
人
の
手
へ
の
諸
商
品
の
移
行
を
、
社
会
的
質
料
交
換
を
、
媒

介
す
る

ιす
ぎ
な
い
。
と
は
い
え
、
産
業
資
本
の
流
通
段
階
も
生
産
〔
段

階
〕
と
同
様
に
再
生
産
過
程
の
一
段
階
を
な
す
の
で
あ
る
か
ら
、
流
通
過

程
で
自
立
し
て
機
能
す
る
資
本
も
、
種
々
の
生
産
部
門
で
機
能
す
る
資
本

と
同
慌
に
、
年
平
均
利
潤
を
も
た
ら
さ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
商
人
資
本
が
産
業

資
本
よ
り
も
高
い
比
率
の
平
均
利
潤
を
も
た
ら
す
な
ら
ば
、
産
業
資
本
の

一
部
分
が
商
人
資
本
に
転
向
す
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
が
よ
り
低
い
一
平
均
利

潤
し
か
も
た
ら
さ
な
い
な
ら
ば
、
逆
の
過
程
が
生
じ
、
商
人
資
本
の
一
部

分
が
産
u采
資
本
に
転
向
す
る
で
あ
ろ
う
。
商
人
資
本
以
上
に
、
そ
の
使
命

・
機
能
を
変
更
し
や
す
い
資
本
種
類
は
な
い
。
一
(
問
団
O
四
ペ
ー
ジ
)

こ
の
よ
う
に
商
人
資
本
そ
の
も
の
は
価
値
も
剰
余
価
値
も
生
み
だ
さ
な

い
と
す
る
と
、
平
均
利
溺
の
形
態
で
商
人
資
本
に
帰
属
す
る
剰
余
価
値

は
、
ど
こ
か
ら
く
る
の
か
。
そ
れ
は
明
ら
か
に
、
総
生
産
的
資
本
に
よ
っ

て
生
み
、
と
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
部
分
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
し
か
し

そ
の
場
合
に
問
題
と
な
る
の
は
、
い
か
に
し
て
商
人
資
本
は
、
生
産
的
資

本
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
剰
余
価
値
ま
た
は
利
潤
の
う
ち
自
己
の
受
取

分
を
取
得
す
る
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。
「
商
業

利
潤
は
商
品
の
価
値
を
こ
え
る
価
格
の
単
な
る
追
加
、
名
目
的
引
上
げ
だ

九
九



商
業
利
潤
と
流
通
費

と
い
う
こ
と
は
、
仮
象
に
す
ぎ
な
い
」

(ω
四
O
四
ペ
ー
ジ
)
と
。

し
か
し
、
商
人
が
自
分
の
利
潤
を
そ
の
商
品
の
販
売
価
格
か
ら
取
得
す

る
こ
と
も
ま
た
明
白
な
事
実
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
さ
し
あ
た
り
、
商
業
資

本
家
が
商
品
を
購
入
し
て
か
ら
、
そ
れ
を
販
売
す
る
に
あ
と
っ
て
必
要
と

す
る
そ
の
他
の
追
加
費
用
を
捨
象
し
て
守
え
て
み
る
と
、
産
業
資
本
家
の

場
合
の
利
潤
は
、
商
品
の
生
産
価
格
と
費
用
価
格
の
差
額
だ
っ
た
の
で
あ

る
が
、
商
業
資
本
家
の
場
合
は
、
生
産
過
程
に
関
与
し
な
い
の
で
あ
る
か

ら
、
流
通
に
お
い
て
利
潤
を
取
得
す
る
以
外
に
は
な
い
。
外
凡
的
に
こ
の

こ
と
は
、
商
業
資
本
家
が
、
産
業
資
本
家
か
ら
商
品
を
生
皮
悩
格
ど
お
り

に

l
iと
い
う
こ
と
は
社
会
の
総
商
品
に
つ
い
て
い
え
ば
価
値
ど
お
り
に

|
|
購
買
し
、
そ
こ
へ
、
生
産
価
格
以
上
の

i
!と
い
う
こ
と
は
社
会
の

総
商
品
に
つ
い
て
い
え
ば
価
値
以
上
の
|
|
価
格
を
名
百
的
に
追
加
し
て

利
潤
を
入
手
す
る
、
と
み
え
よ
う
。
し
か
し
こ
れ
は
マ
ル
ク
ス
に
よ
れ
ば

「
単
な
る
仮
象
」
な
の
で
あ
る
。

商
品
取
扱
業
者
が
彼
の
商
品
か
ら
一

o
w
m
の
利
消
を
う
る
た
め
に
、
彼

が
そ
の
商
品
を
生
産
価
格
よ
り
も
一

O
Mだ
け
高
く
売
ら
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
仮
定
す
る
の
は
そ
も
そ
も
何
故
か
、
と
い
え
ば
、
そ
れ
は
、
産
業

資
本
家
が
商
業
資
本
家
に
た
い
し
、
そ
の
商
品
を
生
定
価
格
で
売
る
と
前

提
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
前
提
に
立
つ
限
り
商
業
資
本
家
は
商
品

を
そ
の
生
産
価
格
(
価
値
〉
以
上
に
売
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
な
ぜ
産
業
資
本
家
は
商
人
に
商
品
を
生
産
価
格
で
売
る
も

の
と
仮
定
さ
れ
た
の
か
。
ま
た
は
、
む
し
ろ
、
こ
の
仮
定
の
前
提
は
何
で

あ
っ
た
の
か
。
マ
ル
ク
ス
は
答
え
る
。
そ
れ
は

一0
0

「
商
業
資
本
(
こ
こ
で
は
吾
々
は
、
ま
だ
商
品
取
扱
資
本
た
る
に
す
ぎ
ぬ
商
業

資
本
を
と
り
扱
う
〉
は
一
般
的
利
潤
率
の
形
成
に
は
参
加
し
な
い
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。
五
口
々
は
必
然
的
に
、
一
般
的
利
潤
率
の
叙
述
に
さ
い
し
て
は

こ
の
前
題
か
ら
出
発
し
た
。
け
だ
し
第
一
に
、
商
業
資
本
と
し
て
の
商
業

資
本
は
そ
の
際
ま
だ
吾
々
に
と
っ
て
は
実
存
し
な
か
っ
た
(
と
い
う
の
が

マ
ル
ク
ス

ω
『
資
本
論
』
の
拍
象
か
ら
具
休
へ
の
叙
述
の
結
果
で
あ
る
1
1
1
井
上
)

か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
平
均
利
潤
し
た
が
っ
て
一
般
的
利
潤
率
は
さ
し

あ
た
り
必
然
的
に
、
相
異
た
る
生
産
諸
部
面
の
諸
庫
業
資
本
に
よ
っ
て
現

実
に
生
p

屈
さ
れ
る
諸
利
潤
ま
た
は
諸
剰
余
仰
値
の
均
等
化
と
し
て
展
開
さ

れ
る
べ
き
だ
っ
た
(
と
い
う
の
も
『
資
本
論
』
の
方
法
の
結
果
で
あ
る
|
1井

上
)
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
、
商
人
資
本
の
場
合
に
五
口
々
が
取
上
げ

ね
ば
な
ら
ぬ
の
は
、
利
潤
の
生
産
に
は
参
加
し
な
い
で
利
潤
の
分
配
に
参

加
す
る
資
本
で
あ
る
。
か
く
し
て
今
や
、
従
来
の
叙
述
を
補
足
す
る
こ
と

(
叙
述
の
上
向
、
具
体
化
|
|
井
上
〉
が
必
要
で
あ
る
」
(
削
四
O
七
|
八
ペ
ー

ジ
)
と
。
マ
ル
ク
ス
は
右
の
説
明
を
数
字
例
で
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

「
一
年
間
に
投
下
さ
れ
る
総
産
業
資
本
は
吋
N
O

の
T
H

∞3
1
1由
C
C
(
単
位

は
た
と
え
ば
百
万
ポ
ン
ド
)
〔
剰
余
価
値
率
〕
が
は
一

0
0勿
と
し
よ
う
。
す

る
と
生
産
物
は
討
。
。

+
Hき
く

+
H
8
5
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
の
生
産

物
ま
た
は
生
産
さ
れ
た
商
品
資
本
を

W
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
、

W
の
価
値

ま
た
生
産
価
格
(
け
だ
し
両
者
は
諸
商
品
の
全
体
に
と
っ
て
は
一
致
す
る
か
ら
〉

は
5
8で
あ
り
、
総
資
本

8
0
に
と
っ
て
の
利
潤
率
は
二

O
M
m
で
あ
る
。

こ
の
こ

O
%は
こ
れ
ま
で
の
展
開
に
よ
れ
ば
平
均
利
潤
率
で
あ
る
。
け
だ



し
、
剰
余
価
値
は
こ
の
場
合
に
は
、
特
殊
的
構
成
を
も
つ
あ
れ
こ
れ
の
資

本
に
基
づ
い
て
で
な
く
、
平
均
構
成
を
も
っ
総
産
業
資
本
に
基
づ
い
て
計

算
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
だ
か
ら
W
は
E
g
、
利
潤
率
は
ニ

O
M
m
で

あ
る
。
と
こ
ろ
で
吾
々
は
、
こ
の
由
3
ポ
ン
ド
の
産
業
資
本
の
ほ
か
に
、

な
お
己
0
ポ
ン
ド
の
商
人
資
本
が
加
わ
り
、
こ
の
商
人
資
本
も
そ
の
大
い

さ
に
比
例
し
て
、
産
業
資
本
と
同
じ
利
潤
の
分
前
を
え
る
と
い
仮
定
し
よ

う
。
前
提
に
よ
れ
ば
、
こ
の
商
人
資
本
は
総
資
本
5
0
0
の
川
で
あ
る
。
だ

か
ら
そ
れ
は
、
総
剰
余
価
値
H
g
の

h
の
分
前
を
え
、
か
く
し
て
一
八
銘

と
い
っ
率
の
利
潤
を
受
け
と
る
。
だ
か
ら
事
実
上
、
総
資
本
の
残
り
%
に

分
配
さ
れ
る
べ
き
利
潤
は
も
は
や
H
S
に
す
ぎ
な
い
。
す
な
わ
ち
資
本
君
。

に
つ
い
て
は
同
じ
く
一
八
Mm
で
あ
ろ
。
、
だ
か
ら
、
産
業
資
本
3
0
の
所
有

者
に
よ
っ
て
商
品
取
扱
業
者
に
売
ら
れ
る

W
の
価
格
は
芯
O
の
十
H
g
ぐ
十

5
N
S
U
M
H
O
S
で
あ
る
。
そ
こ
で
商
人
が
彼
の
資
本
5
0
に
一
八
%
の
利
潤

を
追
加
す
れ
ば
、
彼
は
商
品
を
H
C
E
+
お
U
5
8
で
、
す
な
わ
ち
そ
の
生

産
価
指
ー
ー
ま
た
は
、
総
商
品
資
本
を
考
察
す
れ
ば
そ
の
価
値
|
|
で
売

る
こ
と
に
な
る
。
尤
も
、
彼
が
自
分
の
利
潤
を
取
得
す
る
の
は
、
流
通
に

お
い
て
旦
つ
流
通
を
通
し
て
の
み
で
あ
り
、
ま
た
彼
の
購
買
価
格
を
こ
え

る
販
売
価
格
の
超
過
分
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。
だ
が
、
そ
れ
に
も
拘
わ

ら
ず
彼
は
、
商
品
を
価
値
以
上
、
空
た
は
生
産
価
格
以
上
に
は
売
ら
な
い

の
で
あ
っ
て
、
そ
れ
は
け
だ
し
、
き
さ
に
彼
が
商
品
を
価
依
以
下
、
ま
た

は
生
産
価
格
以
下
で
産
業
資
本
家
か
ら
買
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
商
人
資
本
は
、
そ
れ
が
総
資
本
中
で
占
め
る
割
合
に
比
例
し

て
、
一
般
的
利
潤
率
の
形
成
に
規
定
的
に
参
加
す
る
。
だ
か
ら
、
右
の
場

商
業
利
潤
と
流
通
費

ム
口
に
平
均
利
潤
率
が
一
八
形
だ
と
い
う
な
ら
ば
、
も
し
総
資
本
の
山
が
商

人
資
本
で
な
く
、
し
た
が
っ
て
一
般
的
利
潤
率
が

h
だ
け
引
下
げ
ら
れ
な

か
っ
た
と
す
れ
ば
、
平
均
利
潤
率
は
二

O
M
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
し

て
、
生
産
価
格
の
、
よ
り
立
入
っ
た
・
市
限
定
的
な
・
規
定
が
生
ず
る
。
生

産
価
格
と
い
え
ば
、
相
変
ら
ず
、
商
品
の
諸
費
用
(
商
品
に
含
ま
れ
る
不
変

資
本
プ
ラ
ス
可
変
資
本
の
価
値
〉
プ
ラ
ス
、
こ
れ
に
対
す
る
平
均
利
潤
、
に
等

し
い
商
品
価
格
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
平
均
利
調
が
い

ま
や
別
の
仕
方
で
規
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
総
生
産
的
資
本
に
よ
っ

て
生
み
だ
さ
れ
る
総
利
潤
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
る
の
だ
が
、
し
か
し

こ
の
総
生
産
的
資
本
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
!
ー
も
し

そ
う
な
ら
、
こ
の
総
生
産
的
資
本
が
上
述
の
ご
と
く
g
c
で
利
潤
が
g
c
と

H

∞。

す
れ
ば
平
均
利
潤
率
は
凶
割

1
一O
Mで
あ
ろ
う
、
|
|
総
生
産
的
資
本

プ
ラ
ス
商
業
資
本
に
基
づ
い
て
計
算
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
、同∞。

生
産
的
資
本
が
8
0
で
商
業
資
本
が
H
C
C
と
す
れ
ば
、
平
均
利
潤
率
立
|
|

l
H
C
o
o
 

l
一
八
町
初
で
あ
る
。
だ
か
ら
生
産
価
格
が
同
(
お
湖
沼
〉
十
お
で
あ
コ
て
、

同
十
日
。
で
は
な
い
。
平
均
利
潤
率
に
は
、
す
で
に
、
総
利
潤
の
う
ち
商
業

資
本
に
帰
属
す
る
部
分
が
算
入
さ
れ
て
い
る
。
だ
か
ら
、
総
商
品
資
本
の

現
実
の
価
値
ま
た
は
生
産
価
格
は
、

K
十
P
+
h
(
こ
の
h
は
商
業
利
潤
〉

に
等
し
い
。
だ
か
ら
、
産
業
資
本
家
が
産
業
資
本
家
と
し
て
売
る
生
産
価

格
ま
た
は
価
格
は
、
商
品
の
現
実
の
生
産
価
格
よ
り
も
小
さ
い
。
ま
た

は
、
諸
商
品
の
総
体
を
考
察
す
る
な
ら
ば
、
こ
れ
を
産
業
資
本
家
階
級
が

売
る
価
格
は
、
そ
の
価
値
よ
り
も
小
さ
い
。
か
く
し
て
前
例
で
は
、
8
0

(
部
湖
沼
〉
+
由
。
。
の
お
没
、
す
な
わ
ち
8
0
十
円
S
1
5
3
で
あ
る
。
さ
て

。
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商
人
は
、
彼
に
と
っ
て

Mg
を
要
費
す
る
商
品
を
ロ
∞
で
売
る
こ
と
に
よ

り
、
た
し
か
に
一
八
銘
を
追
加
す
る
。
だ
が
、
彼
が

5
0
で
買
っ
た
商
品

は
ロ
∞
の
価
値
が
あ
る
の
だ
か
ら
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
彼
は
商
品
を
価
値

以
上
に
売
る
の
で
は
な
い
。
五
口
々
は
、
右
に
展
開
さ
れ
た
、
よ
り
立
入
っ

た
意
味
で
の
生
産
悩
格
な
る
表
現
を
固
持
し
よ
う
。
そ
う
す
れ
ば
、
明
か

に
、
産
業
資
本
家
の
利
潤
は
商
品
の
費
用
価
格
を
こ
え
る
生
産
価
格
の
超

過
分
に
等
し
く
、
ま
た
、
こ
の
産
業
利
潤
と
は
異
な
り
商
業
利
潤
は
、
商

品
の
生
産
価
格

i
lこ
れ
は
商
人
に
と
っ
て
は
商
品
の
購
買
価
格
で
あ
る

j
l
iを
こ
え
る
販
売
価
格
の
超
過
分
に
等
し
い
が
、
商
品
の
現
実
の
価
格

は
り
て
の
生
産
価
格
プ
ラ
ス
商
業
利
潤
に
等
し
い
。
産
業
資
本
が
利
潤
を
実

現
す
る
の
は
、
利
潤
が
剰
余
価
値
と
し
て
す
で
に
商
品
の
価
値
に
含
ま
れ

て
い
る
か
ら
に
他
な
ら
ぬ
の
と
周
様
に
、
商
業
資
本
が
利
潤
を
実
現
す
る

の
は
、
産
業
資
本
に
よ
っ
て
実
現
さ
れ
る
商
品
価
格
に
お
い
て
は
全
剰
余

価
値
ま
た
は
利
潤
が
ま
だ
実
現
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
か

く
し
て
、
商
人
の
販
売
価
格
が
購
入
価
格
を
超
え
る
の
は
、
販
売
価
格
が

総
例
債
を
超
え
る
か
ら
で
は
な
く
、
購
入
価
格
が
総
価
値
以
下
だ
か
ら
で

あ
る
。
」
(
間
四
O
八

l
一
0
ペ
ー
ジ
〉

以
上
が
商
業
資
木
(
こ
こ
で
は
商
品
取
扱
資
本
)
が
平
均
利
潤
を
入
手
す
る

こ
と
の
で
き
る
理
由
の
マ
ル
ク
ス
の
説
明
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
マ
ル
ク

ス
は
『
資
本
論
』
全
体
を
貫
く
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
叙
述
方
法
を
こ
こ
で

も
適
用
し
て
い
る
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
抽
象
と
は
、
商
業
資
本
の
考
察
以

前
に
お
い
て
は
商
業
資
本
を
拾
象
し
て
、
一
般
的
利
潤
率
の
形
成
と
生
産

価
格
論
を
マ
ル
ク
ス
は
展
開
し
、
し
た
が
っ
て
、
各
産
業
諸
資
本
の
諸
利

。

潟
率
の
均
等
化
と
し
て
一
般
的
利
潤
率
を
展
開
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
抽
象
の
こ
の
段
階
か
ら
一
歩
具
体
化
し
て
商
業
資
本
を
登
場
さ

せ
る
段
階
に
く
ろ
な
ら
、
こ
の
商
業
資
本
も
利
潤
を
要
求
し
、
そ
れ
が
競

争
の
結
果
、
平
均
利
潤
率
の
形
成
へ
参
加
す
る
こ
と
は
自
明
な
の
で
あ

る
。
む
し
ろ
商
業
資
本
の
独
立
以
前
に
あ
っ
て
も
、
産
口
栄
資
本
が
商
業
資

本
の
機
能
を
同
時
に
行
っ
て
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
機
能
そ
の
も
の
も

商
業
資
本
の
考
察
に
先
立
つ
段
階
で
マ
ル
ク
ス
は
捨
象
し
て
い
た
の
で
あ

る
。
だ
か
ら
R

尚
業
資
本
を
考
察
に
加
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
産
業
資
本
が

商
業
資
本
の
機
能
を
も
行
わ
ざ
る
を
え
な
い
と
い
う
こ
と
を
捨
象
し
な
い

で
考
察
す
る
こ
と
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
自
分
の
た
め
に
他
人
を
労
働
さ
せ
る
資
本
家
に
と
っ
て
は
、
売
買
は

主
要
機
能
と
な
る
。
彼
は
多
数
者
の
生
産
物
を
大
き
な
社
会
的
規
模
で
取

得
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
彼
は
ま
た
、
そ
う
し
た
規
模
で
こ
の
生
産
物
を

販
売
し
、
の
ち
に
再
び
貨
幣
か
ら
生
産
諮
要
素
に
逆
転
形
さ
せ
ね
ば
な
ら

ぬ
。
購
買
H
お
よ
び
販
売
時
間
は
相
変
ら
ず
何
ら
の
価
値
も
創
造
し
な

い
。
」
(
則
一
六
九
ペ
ー
ジ
)

右
の
事
態
の
本
質
は
商
業
資
本
家
が
登
場
し
て
も
変
ら
な
い
。
す
な
わ

ち
、
「
絶
対
的
に
不
生
産
的
で
あ
る
が
再
生
産
の
必
要
契
機
た
る
一
機
能

が
分
業
に
よ
っ
て
多
数
者
の
付
随
的
職
務
か
ら
少
数
者
排
他
的
職
務
・
彼

等
の
特
殊
的
業
務
・
に
転
化
さ
れ
て
も
、
機
能
そ
の
も
の
の
性
格
は
転
化

し
な
い
と
い
う
こ
と
だ
け
は
、
最
初
か
ら
明
か
で
あ
る
Q

」
(
則
一
六
・
九
ペ
ー

ジ
)



い
ず
れ
に
し
て
も
商
品
の
議
買
と
販
売
に
は
時
間
と
商
品
取
扱
の
た
め

の
投
下
資
本
が
必
要
で
あ
る
が
、
こ
の
売
買
過
程
か
ら
は
価
値
も
剰
余
価

値
も
生
産
さ
れ
な
い
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
右
の
事
態
を
さ
き
の
マ
ル
ク
ス
の
数
字
例
で
い
う
と
、
産
業
資

本
家
は
寸
N
O
の
十
円
∞
O
J
1
十
円
∞
O
B
1
5
8
で
販
売
す
る
の
で
は
な
く
、
足
。

の
十
H
g
く
+
H
S
B
U
呂田
N
で
、
商
人
機
能
を
兼
務
し
て
い
た
時
点
で
も

販
売
す
る
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
商
業
資
本
が
独
自
的
機

能
と
し
て
独
立
し
た
場
合
、
産
業
資
本
家
は
商
業
資
本
家
へ
一

O
六
二
で

売
り
渡
す
の
は
当
然
で
あ
り
、
そ
の
か
わ
り
、
産
業
資
本
家
は
一

O
O
の

商
品
取
扱
資
本
へ
の
前
貸
し
を
し
な
く
て
済
む
わ
け
で
あ
る
。

か
く
し
て
、
産
業
資
本
の
段
階
で
は
、

叶

N
O
の
十
H
き
く
+
H
8
5
1
5
8
(
霧
島
E
S宮
古
日
間
協
言
誤
)
に
よ

h
H
J
 )

H

g

s

 

①
1
1
1
1
1
8
ぷ
(
同
様
崎
新
屯
)
州
市
芯
き
接
税
)
が
成
立
す
る

C
話。。
+
H
き
く

と
い
う
抽
象
の
段
階
は
、
現
実
に
存
在
し
な
い
事
態
だ
っ
た
の
で
あ
り
、

商
業
資
本
一

O
O
の
参
加
に
よ
り
、

〕

H
g

②
1
1
1
1
1
1
1
1
1
!
|
|
U
H
∞
ぶ
(
産
業
資
本
と
商
業
資
本
の
平
均

(
寸
N
G
の
十
戸
き
〈
+
H
O
ロロ

利
潤
率
)
と
な
る
。
②
こ
そ
よ
り
現
実
へ
の
接
近
を
示
す
事
態
な
の
で
あ

スv
。し

か
し
、
右
の
①
の
状
態
も
ま
だ
抽
象
的
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
以
上
の

説
明
は
商
人
が
何
ら
商
品
取
扱
資
本
以
外
の
流
通
費
を
要
し
な
い
場
合
、

す
な
わ
ち
彼
が
商
品
を
生
産
者
か
ら
買
う
た
め
に
投
下
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
資
本
以
外
に
は
何
ら
の
資
本
も
必
要
と
し
な
い
場
合
だ
か
ら
で
あ

商
業
利
潤
と
流
通
費

る
。
し
か
し
現
実
に
は
そ
れ
以
外
の
流
通
費
が
必
要
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で

こ
の
「
流
通
費
」
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
二
巻
第
六
章
で

考
察
し
て
い
る
の
で
、
以
下
簡
単
に
そ
こ
で
の
論
旨
を
み
て
お
こ
う
。

ま
ず
マ
ル
ク
ス
は
第
六
章
「
流
通
費
」
の
第
一
節
「
純
粋
な
流
通
費
」

の
H
「
購
買
時
間
と
販
売
時
間
」
で
産
業
資
本
家
が
売
買
を
担
当
す
る
場

合
に
つ
い
て
の
べ
、
こ
の
販
売
と
購
賞
期
間
が
必
然
的
に
単
な
る
期
間
に

と
ど
ま
ら
ず
費
用
を
必
要
と
す
る
点
は
商
業
資
本
の
独
立
に
よ
っ
て
も
本

質
的
に
は
変
化
が
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
あ
と
で
、
口
と
し
て
「
簿
記
」

を
と
り
あ
げ
、
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
現
実
の
購
買
お
よ
び
販
売
で
の
ほ
か
に
、
簿
記
で
も
労
働
時
間
が
支

出
さ
れ
る
が
、
そ
の
簿
記
へ
は
さ
ら
に
、
対
象
化
さ
れ
た
労
働
|
iベ
ン
、

イ
ン
ク
、
紙
、
机
、
事
務
所
費
ー
ー
ー
が
入
り
こ
む
。
だ
か
ら
こ
の
機
能
で

は
、
一
方
で
は
労
働
力
が
、
他
方
で
は
労
働
手
段
が
支
出
さ
れ
る
。
こ
の

場
合
の
事
情
は
、
購
買
U
お
よ
び
販
売
時
間
の
場
合
と
ま
っ
た
く
同
じ
で

あ
る
。資
本
は
、
そ
の
循
環
内
の
統
一
と
し
て
は
、
過
程
〔
運
動
〕
し
て
い
る

価
値
と
し
て
は
、
生
産
部
面
内
に
あ
る
か
流
通
部
面
の
両
段
階
内
に
あ
る

か
を
問
わ
ず
、
さ
し
あ
た
り
商
品
生
産
者
ま
た
は
資
本
制
的
商
品
生
産
者

の
頭
に
、
計
算
貨
幣
の
姿
態
で
観
念
的
に
の
み
実
存
す
る
。
こ
の
運
動
は

簿
記
|
|
価
格
決
定
ま
た
は
商
品
価
格
の
計
算
を
も
含
む
ー
ー
に
よ
っ
て

確
定
さ
れ
、
統
制
さ
れ
る
。
か
く
し
て
生
産
の
運
動
、
殊
に
価
値
増
殖
の

。
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運
動
は
、

1

i
こ
の
場
合
に
は
諸
商
品
は
、
価
値
の
担
い
手
・
観
念
的
価

値
定
在
が
計
算
貨
幣
で
確
定
さ
れ
て
い
る
諸
物
の
名
称
と
し
て
の
み
現
わ

れ
る
、
ー
l
表
象
に
お
い
て
象
徴
的
な
模
写
を
受
け
と
る
。
個
々
の
商
品

生
産
者
が
頭
の
中
で
の
み
記
帳
す
ろ
か
(
た
と
え
ば
幾
民
は
そ
う
で
あ
っ
て
、

資
本
制
的
農
業
が
初
め
て
簿
記
を
行
う
曲
団
地
農
業
主
を
生
み
だ
す
て
ま
た
は
、
た

だ
自
分
の
生
産
時
間
外
に
片
手
間
で
自
分
の
支
出
・
収
入
・
支
払
期
限
な

ど
に
つ
い
て
記
帳
す
る
か
ぎ
り
は
、
明
か
に
、
こ
う
し
た
彼
の
機
能
、
お

よ
び
、
彼
が
そ
の
さ
い
消
費
す
る
紙
な
ど
の
よ
う
な
労
働
手
段
は
、
労
働

時
間
お
よ
び
労
働
手
段
の
追
加
的
消
費
を
表
示
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ

れ
は
必
要
で
は
あ
る
が
、
彼
が
生
産
的
に
消
費
し
う
る
時
間
、
な
ら
び
に
、

現
実
的
生
産
過
程
で
機
能
し
て
生
産
物
U
お
よ
び
価
値
形
成
に
入
り
こ
む

労
働
手
段
の
、
控
除
を
な
す
。
こ
の
機
能
そ
の
も
の
の
本
性
は
、
つ
ぎ
の

事
情
、
す
な
わ
ち
、
こ
の
機
能
が
資
本
制
的
商
品
生
産
者
の
手
に
集
中
さ

れ
て
多
数
の
小
さ
な
商
品
生
産
者
た
ち
の
機
能
と
し
て
で
な
く
一
資
本
家

の
機
能
と
し
て
・
大
規
模
な
一
生
産
過
程
内
の
機
能
と
し
て
・
現
象
す
る

こ
と
に
よ
り
こ
の
機
能
が
受
け
と
る
範
囲
に
よ
っ
て
も
、
ま
た
、
こ
の
機

能
が
ミ
れ
を
付
随
事
務
と
し
て
い
た
生
産
的
諸
機
能
か
ら
分
離
さ
れ
る
こ

と
、
お
よ
び
、
も
っ
ぱ
ら
こ
の
機
樫
を
委
託
さ
れ
た
特
球
的
代
理
者
の
機

能
と
し
て
自
立
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
も
、
変
化
し
な
い
。
」
(
同
一
七
一
一
ー

三
ペ
ー
ジ
)

つ
ま
り
、
商
品
生
産
者
お
よ
び
資
本
制
荷
品
生
産
者
に
と
っ
て
は
、
簿

記
上
の
諸
費
用
や
そ
れ
に
要
す
る
時
間
が
必
要
と
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
こ

の
た
め
の
時
間
お
よ
び
費
用
は
、
こ
の
簿
記
的
機
能
が
特
殊
な
代
理
者
の

一O
四

機
能
と
し
て
専
門
化
し
で
も
不
変
で
あ
る
こ
と
、
そ
れ
は
社
会
の
不
生
産

的
出
費
で
あ
る
こ
と
の
指
摘
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
別
資
本
家
に
と
っ
て
も

総
収
益
か
ら
の
控
除
と
な
る
。
す
な
わ
ち
「
資
本
家
が
資
本
を
新
た
に
投

下
す
る
場
合
に
は
、
一
部
分
を
簿
記
係
な
ど
の
購
入
、
お
よ
び
簿
記
の
手

段
に
投
ド
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
彼
の
資
本
が
す
で
に
機
能
し
て
お
り
恒
常
的

再
生
産
過
程
に
あ
る
場
合
に
は
、
彼
は
日
常
的
に
、
商
品
生
産
物
の
一
部

分
を
、
貨
幣
へ
の
転
形
を
媒
介
と
し
て
、
簿
記
係
・
事
務
以
な
ど
に
再
転

市
川
さ
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
資
本
部
分
は
生
産
過
程
か
ら
引
上
げ
ら
れ
て

い
る
の
で
あ
っ
て
、
総
収
益
か
ら
の
控
除
分
た
る
流
通
費
に
属
す
る
。
(
こ

の
機
能
に
専
用
さ
れ
る
労
働
力
そ
の
も
の
も
含
ま
れ
る
C

)

」
(
町
一
七
四
ペ
ー
ジ
ー

つ
ま
り
簿
記
費
用
も
、
さ
き
の
売
買
費
用
と
同
様
に
、
悩
也
・
剰
余
価
値

も
商
品
に
追
加
す
る
も
の
で
は
な
い
と
こ
ろ
の
流
通
費
な
の
で
あ
る
。

次
で
マ
ル
ク
ス
は
、
純
粋
な
流
通
費
の
川
と
し
て
「
貨
幣
」
を
と
り
あ

げ
、
商
品
川
貝
幣
経
済
の
発
展
に
つ
れ
て
流
通
手
段
・
支
払
手
段
・
準
備
金

な
ど
と
し
て
機
能
す
る
金
銀
の
分
量
も
増
加
し
、
貨
幣
と
し
て
機
能
す
る

こ
れ
ら
の
商
品
は
、
個
人
的
消
費
に
も
生
底
的
消
費
に
も
入
り
こ
ま
な
い

と
こ
ろ
の
、
社
会
に
と
っ
て
の
、
流
通
費
を
形
成
す
る
こ
と
、
こ
の
流
通

費
は
、
商
品
生
産
一
般
の
空
費
で
あ
り
、
と
く
に
資
本
制
的
生
産
の
発
展

に
つ
れ
て
噌
大
す
る
と
こ
ろ
の
、
流
通
過
程
の
犠
牲
に
さ
れ
ね
ば
な
ら
な

い
社
会
的
富
の
一
部
で
あ
る
こ
と
、
を
指
摘
し
て
い
る
が
、
し
か
し
、
こ

の
流
通
費
た
る
貨
幣
商
品
は
売
買
費
用
や
簿
記
費
用
と
異
な
り
、
こ
の
社

会
に
と
っ
て
の
、
商
品
生
産
一
般
に
と
っ
て
の
、
空
費
で
あ
っ
て
、
直
接

個
々
の
資
本
家
の
空
費
で
な
い
点
で
異
な
っ
た
性
格
を
も
つ
も
の
で
あ



る。
貨
幣
費
用
に
つ
い
て
の
説
明
の
の
ち
マ
ル
ク
ス
は
「
保
管
費
」
を
第
一

節
「
純
粋
な
流
通
費
」
に
次
い
で
第
二
節
と
し
て
取
り
よ
げ
、
次
の
土
う

に
い
、
7
。

「
価
値
の
単
な
る
形
態
変
換
|
|
観
念
的
に
考
察
さ
れ
た
流
通

i
lか

ら
生
ず
る
流
通
費
は
商
品
の
価
値
に
は
入
り
こ
ま
な
い
。
こ
れ
に
支
出
さ

れ
る
資
本
部
分
は
、
資
本
家
が
考
察
さ
れ
る
か
ぎ
り
で
は
、
生
産
的
に
支

出
さ
れ
る
資
本
か
ら
の
単
な
る
控
除
を
な
す
。
こ
れ
か
ら
考
察
す
る
流
通

費
は
本
牲
を
異
に
す
る
。
こ
の
流
通
費
は
、
生
産
過
程
1
1
i
と
い
っ
て
も
、

流
通
に
お
い
て
の
み
つ
づ
け
ら
れ
る
、
つ
ま
り
そ
の
生
産
的
性
格
が
流
通

形
態
に
よ
っ
て
隠
散
さ
れ
て
い
る
に
す
、
ぎ
な
い
、
生
産
過
程
ー
ー
か
ら
生

じ
う
る
。
そ
れ
は
他
面
、
社
主
的
に
考
察
す
れ
ば
、
労
働
ー
ー
ー
生
き
た
労

働
で
あ
れ
、
対
象
化
さ
れ
た
労
働
で
あ
れ

i
lの
単
な
る
費
用
・
不
生
産

的
支
出
・
で
あ
り
う
る
が
、
そ
れ
故
に
こ
そ
個
別
的
資
本
家
に
と
っ
て
は

価
値
形
成
的
に
作
用
し
、
彼
の
商
品
の
販
売
価
格
へ
の
追
加
分
を
な
し
う

る
。
こ
う
し
た
こ
と
は
、
こ
の
費
用
は
生
産
部
而
が
異
な
れ
ば
異
な
り
、

ま
た
、
同
じ
生
産
部
商
内
で
も
価
別
的
資
本
が
異
な
れ
ば
し
ば
し
ば
異
な

る
、
と
い
う
こ
と
か
ら
も
生
ず
る
。
こ
の
費
用
は
、
商
品
価
格
に
追
加
さ

れ
る
こ
と
に
よ
り
、
個
別
的
資
本
家
の
一
屑
に
か
か
る
程
度
に
応
じ
て
配
分

さ
れ
る
。
だ
が
、
価
値
を
追
加
す
る
労
働
は
す
べ
て
剰
余
価
値
を
も
追
加

し
う
る
の
で
あ
り
、
ま
た
、
資
本
制
的
生
産
の
基
礎
上
で
は
つ
ね
に
剰
余

価
値
を
追
加
す
る
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
、
労
働
の
形
成
す
る
価
値
は
労
働

そ
れ
自
身
の
大
い
さ
に
依
存
し
、
労
働
の
形
成
す
る
剰
余
価
値
は
資
本
家

商
業
利
潤
と
流
通
費

が
労
働
に
支
払
う
範
囲
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
か
く
し
て
、
商
品
に

使
用
価
値
を
追
加
し
な
い
で
商
品
を
高
価
に
す
る
費
用
、
つ
ま
り
社
会
に

と
っ
て
は
生
産
の
空
費
に
属
す
る
費
用
が
、
個
別
的
資
本
家
に
と
っ
て
は

致
富
の
源
泉
を
な
し
う
る
の
で
あ
る
己
(
問
一
七
六
七
ペ
ー
ジ
)

こ
の
よ
う
に
保
管
費
は
、
価
値
の
単
な
る
形
態
変
換
、
つ
ま
り
売
買
か

ら
生
ず
る
流
通
費
と
は
異
な
り
、
流
通
過
程
に
ま
で
延
長
さ
れ
た
生
産
過

程
で
あ
り
、
そ
の
特
質
は
、
社
会
的
に
は
労
働
の
不
生
産
的
支
出
で
あ
る

が
、
個
別
資
本
家
に
と
っ
て
は
価
値
形
成
的
に
作
用
す
る
点
で
あ
る
。
こ

の
場
合
、
個
々
の
資
本
家
の
要
費
し
た
保
管
費
が
販
売
価
格
に
追
加
さ
れ

る
の
で
は
な
く
、
社
会
的
・
平
均
的
保
管
費
が
販
売
価
格
に
追
加
さ
れ
る

の
で
あ
る
。
マ
ル
ク
ス
は
純
粋
な
流
通
費
と
保
管
費
の
本
質
的
相
違
に
つ

い
て
続
い
て
次
の
よ
う
に
の
べ
て
い
る
。

「
商
品
在
荷
の
形
成
に
よ
っ
て
条
件
づ
け
ら
れ
る
流
通
費
が
、
商
品
形
態

か
ら
貨
幣
形
態
へ
の
現
存
価
値
の
転
形
時
間
か
ら
の
み
、
つ
ま
り
、
生
産

過
程
の
一
定
の
社
会
的
形
態
か
ら
の
み
(
生
産
物
が
商
品
と
し
て
生
産
さ
れ
従

っ
て
ま
た
貨
幣
へ
の
転
形
を
通
過
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
と
い
う
こ
と
か
ら
の
み
)
生
ず
る

か
ぎ
り
で
は
、
こ
の
費
用
は
第
一
節
に
挙
げ
た
流
通
費
と
ま
っ
た
く
同
じ

性
格
で
あ
る
。
他
面
、
商
品
の
価
値
が
こ
こ
で
維
持
ま
た
は
増
殖
き
れ
る

の
は
、
た
だ
、
使
用
価
値
・
生
産
物
そ
の
も
の
・
が
資
本
投
下
を
要
す
る

一
定
の
対
象
的
諸
条
件
の
も
と
に
移
さ
れ
、
追
加
労
働
を
使
用
価
値
に
作

用
さ
せ
る
諸
操
作
の
も
と
に
置
か
れ
る
か
ら
に
他
な
ら
な
い
。
し
か
る
に
、

商
品
価
値
の
計
算
ゃ
、
こ
の
過
程
に
か
ん
す
る
簿
記
や
、
売
買
取
引
は
、

蕗
品
価
値
の
実
存
す
る
使
用
価
値
に
は
作
用
し
な
い
。
そ
れ
ら
は
、
商
品

一O
五



商
業
利
潤
と
流
通
費

価
億
の
形
態
に
関
係
す
る
だ
け
で
あ
る
。
だ
か
ら
、
前
提
さ
れ
た
場
合
で

は
、
在
荷
形
成
(
こ
れ
は
こ
こ
で
は
本
意
で
は
な
い
)
に
伴
う
こ
れ
ら
の
空
費

は
、
単
に
形
態
転
化
の
停
滞
お
よ
び
形
態
転
化
の
必
要
か
ら
生
ず
る
に
す

ぎ
ぬ
と
は
い
え
、
し
か
も
こ
れ
ら
の
空
費
は
そ
の
対
象
そ
の
も
の
が
価
値

の
形
態
転
化
で
は
な
く
価
値
の
維
持
で
あ
る

1

1
価
値
は
生
産
物
・
使
用

価
値
と
し
て
の
商
品
の
う
ち
に
実
存
し
、
し
た
が
っ
て
生
産
物
・
使
用
価

値
そ
の
も
の
の
維
持
に
よ
っ
て
の
み
維
持
さ
れ
う
る

i
ー
と
い
う
こ
と
に

よ
っ
て
、
第
一
節
の
空
費
か
ら
区
別
さ
れ
る
。
使
用
価
値
は
こ
こ
で
は
高

め
ら
れ
も
増
加
さ
れ
も
せ
ず
、
む
し
ろ
減
少
す
る
。
だ
が
、
そ
の
減
少
が

制
限
さ
れ
、
使
用
価
値
が
維
持
さ
れ
る
。
投
下
さ
れ
て
商
品
の
う
ち
に
実

存
す
る
価
値
も
こ
こ
で
は
高
め
ら
れ
な
い
。
だ
が
、
新
た
な
労
働
i
|
対

象
化
さ
れ
た
労
働
お
よ
び
生
き
た
労
働
が
、
追
加
さ
れ
る
o
」
(
問
一
八
0
ペ

ー
ジ
〉つ
ま
り
保
管
費
は
一
方
で
は
使
用
何
値
を
維
持
す
る
だ
け
で
、
し
た
が

っ
て
価
値
を
高
め
な
い
が
、
し
か
し
他
方
で
は
新
た
な
保
管
費
を
価
値
と

し
て
追
加
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
保
管
費
が
社
会
形
態
を
こ
え
て
必
要
で

あ
る
点
を
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
に
指
摘
し
て
い
る
。

「
生
産
物
在
荷
の
社
会
的
形
態
が
ど
う
あ
ろ
う
と
、
そ
の
保
管
に
は
費
用

を
|
|
生
産
物
の
貯
蔵
所
を
な
す
建
物
・
容
器
な
ど
や
、
ま
た
、
生
産
物

の
本
性
に
応
じ
て
多
少
の
差
こ
そ
あ
れ
、
有
害
な
影
響
を
防
ぐ
た
め
に
支

出
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
生
産
手
段
や
労
働
を
|
|
要
す
る
。
在
荷
が
社
会
的

に
集
中
さ
れ
れ
ば
さ
れ
る
ほ
ど
、
こ
の
費
用
は
相
対
的
に
小
さ
く
な
る
。

こ
の
支
出
は
、
つ
ね
に
、
対
象
化
さ
れ
た
形
態
ま
た
は
生
き
た
形
態
で
の

一O
六

社
会
的
労
働
の
一
部
分
1

1

つ
ま
り
資
本
制
的
形
態
で
は
資
本
支
出
ー
ー

を
な
す
が
、
生
産
物
形
成
そ
の
も
の
に
は
入
り
こ
ま
な
い
の
で
あ
っ
て
、

生
産
物
か
ら
の
控
除
を
な
す
。
こ
れ
は
必
要
で
あ
り
、
社
会
的
富
の
空
費

で
あ
る
。
こ
れ
は
社
会
的
生
産
物
の
維
持
費
で
あ
っ
て
、
こ
の
こ
と
は
、

商
品
在
荷
の
要
素
と
し
て
の
社
会
的
生
産
物
の
実
存
が
単
に
生
産
の
社
会

的
形
態
つ
ま
り
商
品
形
態
お
よ
び
そ
の
必
然
的
形
態
転
化
か
、
り
生
ず
る
か

否
か
、
ま
た
は
、
五
日
々
が
商
品
在
荷
を
単
に
生
産
物
京
荷
1

1
こ
れ
は
、

腐
品
在
荷
の
形
態
・
流
通
過
程
に
属
す
る
こ
の
生
産
物
布
荷
の
形
態
・
を

と
ら
な
い
と
し
て
も
、
す
べ
て
の
社
会
に
共
通
で
あ
る
|
l
i
の
特
殊
形
態

と
看
な
す
か
否
か
、
に
係
わ
り
は
な
い
。
」
(
山
一
八
七
ペ
ー
ジ
)

以
上
、
保
管
費
に
つ
い
て
マ
ル
ク
ス
が
述
べ
て
い
る
こ
と
を
改
め
て
整

理
す
れ
ば
、
次
の
三
点
と
な
ろ
う
。

①
商
品
資
本
が
在
庫
と
し
て
滞
留
す
る
場
合
、
そ
の
保
管
に
は
建
物
・

容
器
な
と
の
不
変
資
本
ゃ
、
労
働
力
と
い
う
可
変
資
本
へ
の
支
出
、
お
よ

び
商
品
へ
の
有
害
な
自
然
的
影
響
を
防
ぐ
た
め
の
追
加
資
本
の
支
出
が
必

要
と
な
る
。
こ
れ
ら
の
保
管
費
は
、
生
産
退
程
か
ら
生
ず
る
の
で
あ
る

が
、
そ
の
生
産
的
性
格
が
流
通
過
程
で
隠
蔽
さ
れ
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
も

の
で
あ
る
。

①
こ
の
保
管
費
は
、
流
通
過
程
で
発
生
し
た
限
り
で
は
純
粋
な
流
通
費

と
同
じ
で
あ
る
が
、
使
用
価
値
が
保
存
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
価
値
を
維
持

し
、
商
品
に
新
た
に
不
変
資
本
、
可
変
資
本
、
剰
余
価
値
を
付
加
す
る
点

で
異
な
る
。

①
生
産
物
荘
荷
の
社
会
的
形
態
が
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
れ
、
そ
の
保



管
に
は
費
用
を
要
す
る
。
こ
の
保
管
費
は
生
産
物
か
ら
の
控
除
で
あ
り
、

社
会
的
富
の
空
費
で
あ
る
。

「
そ
こ
で
問
題
は
、
こ
の
費
用
は
ど
の
程
度
ま
で
商
品
の
価
値
に
入
り
こ

む
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
」
ハ
叩
一
八
七
ペ
ー
ジ
)

右
の
問
題
に
た
い
す
る
マ
ル
ク
ス
の
解
答
は
、

ω
商
品
が
売
れ
な
い
た
め
に
生
ず
る
在
庫
の
た
め
の
費
用
は
、
商
品
価

値
に
入
り
こ
ま
な
い
。

川
商
品
流
通
の
条
件
で
あ
り
、
商
品
流
通
に
お
い
て
必
然
的
に
発
生
す

る
在
荷

i
lこ
の
在
荷
が
生
産
者
の
予
に
あ
ろ
う
が
、
卸
売
商
人
か
小

売
商
人
の
手
に
あ
ろ
う
が
、
事
態
の
本
質
に
変
化
は
な
い

i
|の
た
め

の
費
用
は
、
按
分
比
例
的
に
、
つ
ま
り
社
会
的
・
平
均
的
に
配
分
さ
れ

て
商
品
価
値
に
入
り
こ
む
。

と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

純
枠
な
流
通
費
、
保
管
費
に
次
で
マ
ル
ク
ス
は
第
三
節
と
し
て
「
運
輸

費
」
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
マ
ル
ク
ス
の
見
解
は
、
生
産
物
の
消
費
に
は

そ
の
場
所
的
変
化
が
一
般
に
必
要
と
さ
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
は
生
産
の

社
会
的
形
態
に
か
か
わ
り
が
な
い
の
で
あ
り
、
資
本
制
社
会
で
は
運
輸

は
、
資
本
の
特
殊
的
投
下
部
面
と
な
り
、
価
値
も
剰
余
価
値
も
生
産
す
る
、

と
い
7
も
の
で
あ
り
、
た
だ
流
通
過
程
に
ま
で
延
長
さ
れ
た
生
産
過
程
で

あ
る
た
め
、
流
通
費
と
な
る
、
と
い
う
見
解
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
マ
ル
ク

ス
は
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
生
産
物
の
分
量
は
運
輸
に
よ
っ
て
は
増
加
し
な
い
。
ま
た
、
運
輸
に
よ

っ
て
生
産
物
の
自
然
的
属
性
が
変
化
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
こ
の
変

商
業
利
潤
と
流
通
費

化
も
特
定
の
例
外
こ
そ
あ
れ
意
図
さ
れ
た
有
用
的
効
果
で
は
な
く
、
不
可

避
的
害
禍
で
あ
る
。
だ
が
、
諸
物
の
使
用
価
値
は
そ
れ
ら
の
消
費
に
お
い

て
の
み
実
現
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
諸
物
の
消
費
は
そ
れ
ら
の
場
所
変
化

を
、
つ
ま
り
運
輸
業
と
い
う
追
加
的
生
産
過
程
を
必
要
と
す
る
か
も
し
れ

な
い
。
ど
か
ら
、
運
輸
業
に
投
下
さ
れ
た
生
産
資
本
は
、
運
輸
さ
れ
た
生

産
物
に
価
値
を
追
加
す
る
、
|
|
一
部
は
運
輸
子
段
か
ら
の
価
値
移
譲
に

よ
り
、
一
部
は
運
輸
労
働
に
よ
る
価
値
追
加
に
よ
っ
て
。
こ
の
後
に
あ
げ

た
価
悩
追
加
は
、
す
べ
て
の
資
本
制
的
生
産
に
お
い
て
そ
う
で
あ
る
の
と

同
様
に
、
労
賃
の
填
補
と
剰
余
価
値
と
に
分
か
れ
る
o

」
(
山
一
九
三
1

四ペ

ー
ジ
)
以
上
の
よ
う
に
マ
ル
ク
ス
は
『
資
本
論
』
第
二
巻
第
六
章
で
流
通
費
を

次
の
詰
形
態
に
分
け
て
論
じ
て
い
た
。

一l
①
購
買
及
び
販
売
費
用

一iω
純
粋
な
流
通
費
!
一
⑦
簿

流
辿
費
i
下

川

保

管

費

「

⑦

貨

「
川
運
輸
費

日己幣

四

『
資
本
論
』
第
二
巻
第
六
章
を
、
つ
け
て
、
マ
ル
ク
ス
は
第
三
巻
第
十
七

章
「
商
業
利
潤
」
で
次
の
よ
う
に
の
べ
る
。

「
こ
の
流
通
費
が
ど
ん
な
種
類
の
も
の
で
あ
ろ
う
と
も
、
す
な
わ
ち
そ

れ
が
純
商
人
的
な
事
業
そ
の
も
の
か
ら
生
じ
従
っ
て
商
人
の
独
自
的
流
通

一O
七



商
業
利
潤
と
流
通
費

費
に
属
す
る
か
、
付
随
的
な
・
流
通
過
程
の
内
部
で
つ
け
加
わ
る
生
産
過

程
、
た
と
え
ば
発
送
・
運
輸
・
保
管
な
ど
か
ら
生
守
す
る
費
目
を
表
わ
す
か

を
と
わ
ず
、
こ
の
流
通
費
は
、
商
人
の
側
に
お
い
て
、
商
品
購
入
に
摂
下

さ
れ
た
貨
幣
資
本
の
ほ
か
に
、
つ
ね
に
、
と
れ
ら
の
流
通
手
段
〔
発
送
・

運
輸
・
保
管
施
設
な
ど
〕
の
購
入
お
よ
び
+
文
払
に
投
下
さ
れ
た
追
加
資
本

を
内
蔵
す
る
。
こ
の
費
用
要
素
は
、
流
通
資
本
か
ら
成
り
た
つ
か
ぎ
り
で

は
全
部
的
に
、
固
定
資
本
か
ら
成
り
た
つ
か
ぎ
り
で
は
磨
損
の
度
合
に
応

じ
て
、
追
加
要
素
と
し
て
商
品
の
販
売
価
格
に
入
り
こ
む
が
、
純
商
人
的

な
流
通
費
の
よ
う
に
商
品
の
現
実
的
価
値
地
加
を
形
成
し
な
い
場
合
で

も
、
名
呂
的
価
値
を
形
成
す
る
一
要
素
と
し
て
商
品
の
販
売
価
格
に
入
り

こ
む
。
だ
が
、
中
流
動
資
本
で
あ
る
か
固
定
資
本
で
あ
る
か
を
と
わ
ず
、
こ

の
追
加
資
本
全
体
が
一
般
的
利
潤
率
の
形
成
に
参
加
す
る
。
」

(ω
四
一
二

|
三
ペ
ー
ジ
)

す
で
に
み
た
よ
う
に
右
の
マ
ル
ク
ス
の
叙
述
は
、
流
通
費
の
性
格
に
つ

い
て
の
極
め
て
重
要
な
問
題
提
起
を
合
ん
で
い
た
の
で
あ
っ
て
、
こ
の
追

加
資
本
が
平
均
利
潤
竿
の
形
成
に
参
加
す
ろ
点
に
つ
い
て
は
、
マ
ル
ク
ス

は
次
の
数
字
例
で
以
下
の
よ
、
7
に
説
明
し
て
い
る
。

「
前
例
に
お
い
て

5
0
の
商
人
資
本
の
他
に
な
お
呂
の
追
加
資
本
が
問
題

の
費
用
の
た
め
に
投
下
さ
れ
る
と
す
れ
ば
、
総
剰
余
価
値

go
が
、
い
ま

や
、
生
産
的
資
本
8
0プ
ラ
ス
商
人
資
本
5
0、
合
計
呂
田
O

の
上
に
分
配
さ

れ
る
。
だ
か
ら
平
均
利
潤
率
は
一
七
h
Y
M
に
低
下
す
る
。
産
業
資
本
家
は

商
品
を
き
O
+
H
m
h
H
N
¥吋

1
5
2手
で
商
人
に
売
り
、
商
人
は
こ
れ
を
ロ
ωc

合

8
0
+爵
M

町
内
誠
対
議
山
町
営
気
丹
市

V
E湖
淘
ゆ
目
白
)
で
売
る
。
そ
れ
は
と
も
あ

一O
入

れ
、
商
人
資
本
と
産
業
資
本
と
の
分
業
に
は
、
商
業
費
の
集
中
が
、
し
た

が
っ
て
そ
の
減
少
が
、
伴
っ
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
」

(ω
四
一
八
ペ
ー
ジ
)

つ
ま
り
、
マ
ル
ク
ス
の
数
字
例
で
の
利
潤
率
は
、

θ

芯
O

の
十
お
む
〈
十

H
8
5
1
5
8

H

∞O
B
 

、1
1
1
1
1
1
1
1
6
1
N
Cぷ

l
叶

N
C
C
十
同
∞

Cく

@
}
均
株
断
サ
E
C
q
)
叫
主
ロ
一
れ
件
。

同∞

O
B

f
i
l
i
l
i
-
-
i
患

一-N
O
C
十
円
∞
C
J
「
十
H
O
O

@
矧
行
部
山
岡
地
日
c
q
)
ゆ
首
一
H
I
H
q

日∞
Q
H
口

、l
i
l
-
I
l
l
i
-
-
l
i
l
i
-
-
1
iコ
〈
吋
市
以

ー
ロ
。
。
十
戸
∞
己
〈
十
H
O
O
F
十
問
。

と
変
化
す
る
。

し
か
し
右
の
マ
ル
ク
ス
の
所
説
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
問
題

点
の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
商
人
は
産
業
家
と
同
じ
だ

け
の
利
潤
を
受
け
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
し
、
ま
た
受
け
と
る
。
し
か
し
商

人
は
、
た
だ
商
品
の
購
買
に
資
本
を
投
下
す
る
だ
け
で
は
な
く
、
流
通
費

に
も
資
本
を
按
下
す
る
。
そ
し
て
、
後
者
の
う
ち
に
は
雇
傭
者
お
よ
び
商

業
労
働
者
の
労
働
に
た
い
す
る
支
払
い
も
ふ
く
ま
れ
る
。
こ
の
費
用
は
ひ

と
り
販
売
価
格
で
償
わ
れ
る
べ
き
の
み
で
な
く
、
さ
ら
に
そ
れ
に
た
い
し

て
利
溜
が
受
け
と
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
な
け
れ
ば
、
商
業

利
潤
の
率
は
産
業
利
潤
よ
り
も
低
く
な
る
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
、
商
業

利
潤
の
問
題
は
流
通
費
の
問
題
に
よ
っ
て
複
雑
に
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、

ωい
か
に
し
て
流
通
費
が
償
わ
れ
る
か
、
仰
い
か
に
し
て
さ
ら
に
利
潤
が



受
け
と
ら
れ
る
か
、
と
い
う
問
題
が
こ
れ
で
あ
ろ
」
ハ
ロ
I
ゼ
ン
ベ
ル
グ
『
資

本
論
註
解
』
梅
村
二
郎
訳
、
第
三
巻
第
二
分
冊
ゴ
一
七
六
ペ
ー
ジ
〉
と
い
う
こ
と
で

あ
る
。し
か
し
、
さ
ら
に
こ
の
流
通
費
の
問
題
は
、
マ
ル
ク
ス
経
済
学
の
根
本

問
題
、
『
資
本
論
』
で
の
「
価
値
と
価
格
」
の
関
係
に
ま
で
下
向
す
る
重

要
問
題
を
含
む
も
の
な
の
で
あ
る
。

右
の
点
に
つ
い
て
、
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
自
身
は
つ
ぎ
の
よ
う
な
解
答
を

与
え
た
。
「
純
粋
の
流
通
費
が
、
生
産
部
面
で
つ
く
ら
れ
た
商
品
の
価
値
の
み
に

よ
っ
て
回
収
さ
れ
う
る
こ
と
は
明
瞭
で
あ
る
。
商
品
の
価
値
は

C
+
V
十

m
で
あ
る
。
し
か
る
に

C
十
V
は
生
産
資
本
の
不
変
部
分
お
よ
び
可
変
部

分
を
回
収
す
る
。
だ
か
ら
純
粋
流
通
費
は
利
余
伺
値
量
を
減
少
さ
せ
る
こ

と
に
よ
っ
て
利
潤
率
を
も
減
少
さ
せ
る
結
果
が
生
じ
て
く
る
。
そ
の
う
え

こ
れ
ら
の
費
用
は
ま
た
、
荷
人
資
本
の
一
部
と
し
て
平
均
利
潤
率
の
形
成

に
参
加
す
る
と
い
う
理
由
か
ら
も
、
利
潤
率
を
減
少
さ
せ
る
。
:
:
:
さ
き

に
商
人
資
本
は
一

0
0
に
等
し
い
と
仮
定
さ
れ
て
い
た
(
こ
の
額
は
商
品
購

買
に
の
み
投
下
さ
れ
る
〉
。
い
ま
流
通
費
に
投
下
さ
れ
る
五

O
を
こ
れ
に
付

け
加
え
る
な
ら
ば
、
第
一
に
こ
の
五

O
は
剰
余
価
値
(
一
八
O
m
)
か
ら
控

除
さ
れ
、
第
二
に
そ
れ
は
平
均
利
潤
率
の
形
成
に
参
加
す
る
。
平
均
利
潤

宮
中

l
g

り
ー
!
l
i
l
-
-
l
H
Nぶ
(
端
数
は
切
り
捨
て
)
と
な
る
。
利

申

()O+EC十
叩
(
)

潤
率
は
著
し
く
低
下
し
た
。
流
通
費
が
な
け
れ
ば
そ
れ
は
一
八
必
に
等
し

か
っ
た
の
で
あ
る
」
(
同
上
、
三
九
四
九
五
ペ
ー
ジ
)
。

以
上
が
ロ

l
ゼ
ン
ベ
ル
ク
の
解
答
で
あ
る
が
、
右
の
問
題
に
関
し
て
は

商
業
利
潤
と
流
通
費

さ
き
に
ふ
れ
て
お
い
た
が
、
次
の
よ
う
な
重
要
な
問
題
が
存
在
す
る
。
す

な
わ
ち
商
品
の
価
値
は
芯
。
。
十

Hgく
+
5
0
5
1
5
8
で
あ
る
の
に
、

そ
れ
が
認
。
。

+
Hき
く

+
Z
O
B十日
o
i
ロ8
で
販
売
さ
れ
る
の
な
ら
、

商
品
は
価
値
以
上
の
価
格
で
販
売
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
で
よ
い

の
か
、
と
い
う
問
題
が
こ
れ
で
あ
る
。
こ
の
純
粋
の
流
通
費
五

O
に
つ
い

て
マ
ル
ク
ス
は
「
純
商
人
的
な
流
通
費
の
よ
う
に
商
品
の
現
実
的
価
値
追

加
を
形
成
し
な
い
場
合
で
も
、
名
目
的
価
値
を
形
成
す
る
一
要
素
と
し
て

前
品
の
阪
先
価
格
に
入
り
こ
む
」
(
前
出
)
と
の
べ
て
い
た
の
で
あ
る
が
、

こ
の
こ
と
は
、
こ
の
五

O
の
流
通
費
は
価
値
で
は
な
く
、
価
値
以
上
の
価

格
追
加
で
あ
る
、
|
|
つ
ま
り
商
品
は
尚
人
に
よ
っ
て
五
Q
だ
け
価
値
以

上
の
価
格
で
販
売
さ
れ
る

i
!と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る
の
だ
、
と
い
う

問
題
が
、
こ
こ
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

そ
し
て
本
稿
の
註
川
で
井
国
教
授
か
ら
の
引
用
に
よ
っ
て
紹
介
し
た
よ

う
に
対
立
的
二
説
が
あ
っ
た
の
で
あ
り
、
井
出
教
授
は
、
「
五

O
の
流
通

費
は
商
品
の
現
実
的
価
値
追
加
を
形
成
し
な
い
が
、
名
目
的
価
値
を
形
成

す
る
一
要
素
と
し
て
商
品
の
販
売
価
格
に
入
り
こ
む
」
と
い
う
マ
ル
ク
ス

の
所
説
を
そ
の
ま
ま
理
解
す
る
こ
と
が
正
し
い
立
場
で
あ
る
、
と
主
張
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
Q

こ
の
点
に
つ
い
て
は
と
く
に
重
要
な
の
で
別
補
で

詳
論
し
た
い
。

さ
て
最
後
に
マ
ル
ク
ス
は
、
商
業
労
働
力
の
購
入
に
投
下
さ
れ
る
可
変

資
本
へ
の
利
潤
の
支
払
い
と
、
こ
の
可
変
資
本
そ
れ
自
体
の
補
填
の
問
題

を
と
り
あ
げ
て
い
る
の
で
、
以
下
と
の
問
問
題
に
移
ろ
う
。

一O
九



商
業
利
抑
制
と
流
通
費

五

商
人
た
ち
が
、
商
業
労
働
を
自
分
自
身
の
労
働
の
み
で
お
こ
な
お
う
と

す
れ
ば
、
商
業
資
本
は
無
限
に
分
散
す
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
産
業
資
本

に
影
響
を
与
え
ざ
る
を
え
ず
、
産
業
資
本
の
流
通
期
間
の
短
縮
や
、
流
通

費
の
節
約
の
妨
げ
と
な
ら
ざ
る
を
え
な
い
。
商
業
賃
労
働
者
の
一
雇
用
の
必

然
性
は
こ
こ
に
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
商
業
賃
労
働
者
を
考
察
す
る
に
あ
た

っ
て
一
つ
の
「
困
難
な
問
題
」
が
生
ず
る
。

純
商
人
的
な
流
通
費
(
こ
れ
を
狭
義
の
流
通
費
と
よ
ん
で
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。

そ
し
て
発
送
・
運
輸
・
保
管
な
ど
の
た
め
の
費
用
を
ば
含
め
て
、
広
義
の
流
通
費
と

よ
ぶ
こ
と
も
で
き
よ
う
)
は
、
結
局
は
た
だ
商
品
の
価
値
を
実
現
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
費
用
で
あ
る
が
、
こ
の
純
粋
な
流
通
費
の
う
ち
問
題
と
な

る
の
は
、
「
可
変
資
本
に
投
下
さ
れ
る
部
分
」
、
つ
ま
り
商
業
賃
労
働
者
の

問
題
で
あ
る
。

資
本
が
産
業
資
本
と
な
り
う
る
の
は
産
業
労
働
、
つ
ま
り
生
産
物
を
生

産
す
る
労
働
に
よ
っ
て
で
あ
る
と
同
様
に
、
資
本
が
商
業
資
本
と
な
り
う

る
の
は
商
業
労
働
、
つ
ま
り
販
売
と
購
買
と
い
う
流
通
上
の
機
能
を
お
こ

な
う
労
働
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
こ
の
前
業
労
働
は
、
パ
門
産
業
資
本
の
も
と

で
も
、
同
商
人
自
身
に
よ
っ
て
も
お
こ
な
わ
れ
る
が
、
支
配
的
に
は
商
人

資
本
に
票
用
さ
れ
る
賃
労
働
に
よ
っ
て
お
こ
な
わ
れ
る
。

商
業
労
働
は
、
す
で
に
み
た
よ
う
に
、
①
運
輸
や
保
管
の
場
合
に
は
流

通
過
程
に
ま
で
延
長
さ
れ
た
生
産
過
程
を
担
当
し
、
価
値
も
剰
余
価
値
も

生
産
す
る
生
産
労
働
で
あ
り
、
⑦
純
粋
の
流
遥
費
の
場
合
、
資
本
に
よ
っ

一一。

て
購
入
さ
れ
た
商
業
労
働
者
の
労
働
力
の
支
出
で
あ
り
、
そ
の
賃
銀
の
大

き
さ
は
労
働
力
の
再
生
産
費
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
さ
ら
に
資
本
家
の
た

め
に
無
償
労
働
力
を
提
供
す
る
と
い
う
点
で
も
、
産
業
労
働
者
の
賃
労
働

と
嗣
一
の
性
質
を
も
っ
て
い
る
。
し
か
し
@
広
告
・
宣
伝
や
貨
幣
取
扱
な

ど
の
純
粋
な
流
通
機
能
を
担
当
す
る
商
業
労
働
は
、
価
値
も
剰
余
価
値
も

生
産
し
な
い
の
で
あ
り
、
賃
労
働
で
は
あ
っ
て
も
と
の
志
味
で
は
不
生
産

的
労
働
で
あ
る
。
し
か
し
④
商
業
資
本
家
に
と
っ
て
は
、
商
業
労
働
は
価

値
実
現
(
価
値
生
産
で
は
な
い
〉
の
た
め
の
費
用
で
あ
り
、
自
己
の
利
潤
の

源
永
と
な
る
の
で
あ
る
か
ら
、
商
業
資
本
R

交
に
と
っ
て
は
直
接
的
に
生
産

的
な
労
働
で
あ
る
。

マ
ル
ク
ス
は
商
業
労
働
と
他
の
産
業
労
働
と
の
関
係
に
つ
い
て
次
の
よ

、7
に
の
べ
て
い
る
。

「
一
一
聞
か
ら
み
れ
ば
、
か
か
る
商
業
的
労
働
者
も
他
の
労
働
者
と
同
様
に

賃
労
働
者
で
あ
る
。
第
一
に
は
、
そ
の
労
働
が
、
収
入
と
し
て
支
出
さ
れ

る
貨
幣
に
よ
っ
て
で
は
な
く
商
人
の
可
変
資
本
に
よ
ヮ
て
購
買
さ
れ
、
し

た
が
っ
て
ま
た
、
私
的
サ

i
ヴ
ィ
ス
の
た
め
に
で
は
な
く
投
下
資
本
の
自

己
増
殖
の
目
的
の
た
め
に
の
み
燐
買
き
れ
る
限
り
に
お
い
て
。
第
二
に
は
、

彼
の
労
働
力
の
仙
位
し
た
が
っ
て
彼
の
労
賃
が
、
他
の
す
べ
て
の
賃
労
働

者
の
場
合
と
同
じ
よ
う
に
、
彼
の
労
働
の
生
産
物
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、

彼
の
独
自
的
労
働
方
の
生
産
U
お
よ
び
再
生
産
費
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て

い
る
限
り
に
お
い
て
。

だ
が
、
商
業
的
労
働
者
と
、
直
接
に
産
業
資
本
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る

労
働
者
と
の
問
に
は
、
産
業
資
本
と
商
業
資
本
と
の
問
、
し
た
が
っ
て
産



業
資
本
家
と
商
人
と
の
閤
に
生
ず
る
区
別
と
同
じ
区
別
が
生
ぜ
さ
る
を
え

な
い
。
商
人
は
単
な
る
流
通
代
田
礼
一
者
と
し
て
は
価
値
も
剰
余
何
値
も
生
産

し
な
い
の
だ
か
ら
ハ
け
だ
し
、
彼
が
自
分
の
空
費
に
よ
っ
て
商
品
に
附
加
す
る
約

加
価
値
は
、
あ
ら
か
じ
め
笑
存
す
る
価
値
の
附
加
に
帰
着
す
る
の
だ
か
ら
、
と
い
っ

て
も
、
こ
の
場
合
、
彼
は
自
分
の
不
変
資
本
の
こ
う
し
た
価
値
を
如
何
に
し
て
受
け

と
り
、
保
存
す
る
か
?
と
い
う
問
題
を
免
れ
な
い
の
だ
が
)
、
彼
に
よ
っ
て
こ

の
同
じ
諸
機
能
に
使
用
さ
れ
る
商
業
的
労
働
者
た
ち
も
、
彼
の
た
め
に
直

接
に
剰
余
価
値
を
創
造
す
る
こ
と
は
と
う
て
い
で
き
な
い
。
と
の
場
合
に

も
五
口
々
は
、
生
産
的
労
働
者
の
場
合
と
同
様
に
、
労
賃
は
労
働
力
の
悩
値

に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
て
い
て
商
人
は
賃
銀
控
除
に
よ
っ
て
は
儲
け
な
い
こ

と
、
し
た
が
っ
て
彼
は
自
分
の
費
用
計
算
で
は
労
働
の
た
め
の
投
資
を
部

分
的
に
し
か
支
払
わ
な
か
っ
た
と
は
見
な
い
こ
と
、
換
言
す
れ
ば
、
彼
は

自
分
の
事
務
員
な
ど
を
煽
取
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
は
儲
け
な
い
こ
と
、
を

想
定
す
る
o

」
(
叫
回
一
八
|
九
ペ
ー
ジ
)

で
は
こ
の
よ
う
な
前
提
の
も
と
で
、
商
業
労
働
者
に
か
ん
す
る
関
難
な

問
題
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
マ
ル
ク
ス
は
い
う
。

「
商
業
的
賃
労
働
者
に
か
ん
し
て
困
難
を
呈
す
る
の
は
、
彼
は
直
接
に
は

刻
余
価
値
(
利
潤
は
こ
れ
の
一
転
化
形
態
た
る
に
す
ぎ
ぬ
)
を
生
産
し
な
い
の

に
如
何
に
し
て
直
接
に
雇
一
主
の
た
め
に
利
潤
を
伎
産
す
る
か
、
と
い
う
こ

と
を
説
明
す
る
こ
と
で
は
決
し
て
な
い
。
こ
の
問
題
は
事
実
上
、
商
業
利

潤
の
一
般
均
分
祈
に
よ
っ
て
既
に
解
決
さ
れ
て
い
る
。
商
業
資
本
は
、
そ

れ
に
よ
っ
て
何
ら
の
等
価
も
支
払
わ
れ
な
か
う
た
と
こ
ろ
の
、
商
品
中
に

含
ま
れ
実
現
さ
れ
て
い
る
労
働
を
売
る
こ
と
に
よ
っ
て
利
潤
を
え
る
の
で

商
業
利
潤
と
流
通
費

あ
る
が
、
そ
れ
と
全
く
同
じ
よ
う
に
、
商
業
資
本
は
、
商
品
中
に
(
そ
の

生
産
に
投
下
さ
れ
た
資
本
が
総
産
業
資
本
の
可
除
部
分
と
し
て
機
能
す
る
か
ぎ
り
に

お
い
て
商
品
中
に
〉
含
ま
れ
る
一
小
払
労
働
の
全
部
を
生
産
的
資
本
に
支
払
わ

な
い
で
、
し
か
も
商
品
の
販
売
に
さ
い
し
、
商
品
中
に
な
お
含
ま
れ
て
い

て
向
分
が
支
払
わ
な
か
っ
た
こ
の
部
分
を
自
分
に
支
払
わ
せ
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
利
潤
を
え
る
。
剰
余
価
値
に
対
す
る
商
人
資
本
の
関
係
は
、
産
業

資
本
の
そ
れ
と
は
異
な
る
。
産
業
資
本
は
、
他
人
の
不
払
労
働
の
直
接
的

取
得
に
よ
っ
て
剰
余
価
値
を
生
産
す
る
。
商
人
資
本
は
こ
の
剰
余
価
値
の

一
部
分
を
取
得
す
る
が
、
そ
れ
は
こ
の
部
分
を
産
業
資
本
か
ら
譲
捜
し
て

も
ら
う
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
る
。

商
業
資
本
が
再
生
産
過
程
で
資
本
と
し
て
機
能
し
、
し
た
が
っ
て
|
|

機
能
資
本
と
し
て

i
l総
資
本
の
生
み
だ
す
剰
余
価
値
の
分
前
に
あ
ず
か

る
の
は
、
価
値
を
実
現
す
る
と
い
う
商
業
資
本
の
機
能
に
よ
っ
て
他
な
ら

な
い
。
個
々
の
商
人
に
と
っ
て
は
、
彼
の
利
濁
の
分
量
は
、
彼
が
と
の
過

程
に
充
用
し
う
る
資
本
の
分
量
に
依
存
す
る
の
で
あ
り
、
そ
し
て
倍
以
は
、

彼
の
事
務
長
た
ち
の
不
払
労
働
が
大
き
け
れ
ば
大
き
い
ほ
ど
、
ま
す
ま
す

多
く
の
資
本
を
売
買
に
充
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
商
人
的
資
本
家
は
、

白
分
の
貨
幣
を
資
本
た
ら
し
め
る
機
能
そ
の
も
の
の
大
部
分
を
、
自
分
の

労
働
者
た
ち
に
布
わ
せ
る
。
こ
の
事
務
只
た
ち
の
不
弘
労
働
は
、
剰
余
価

値
を
創
造
し
な
い
と
は
い
え
商
業
資
本
の
た
め
に
剰
余
価
値
の
取
得
を
創

遣
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
は
、
こ
の
資
本
に
と
っ
て
は
結
果
か
ら
み
れ

ば
全
く
同
じ
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
の
不
払
労
働
は
、
こ
の
資
本
に
と
っ
て

は
利
潤
の
源
泉
で
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
商
人
的
事
業
は
大
規
模
に
は



商
業
利
部
と
流
通
費

i
l資
本
制
的
に
は
1
1
1
営
ま
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

労
働
者
の
不
払
労
働
が
生
産
的
資
本
の
た
め
に
直
接
に
剰
余
価
値
を
創

造
す
る
の
と
同
様
に
、
商
業
的
賃
労
働
者
の
不
払
労
働
は
商
業
資
本
の
た

め
に
右
の
剰
余
価
値
の
分
前
を
創
造
す
る
。
」
(
似
四
二
0
ペ
ー
ジ
)

で
は
「
困
難
な
問
題
」
は
ど
こ
に
存
在
す
る
の
か
。

「
困
難
は
次
、
さ
の
も
の
だ
。
商
人
自
身
の
労
働
時
間
お
よ
び
労
働
は
価
値

を
創
造
す
る
労
働
で
は
な
い
|
|
そ
れ
は
商
人
に
た
い
し
、
す
で
に
生
み

だ
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
分
前
を
創
造
す
る
と
は
い
え

l
iと
す
れ
ば
、
彼

が
商
業
的
労
働
力
の
購
入
に
投
下
す
る
可
変
資
本
は
ど
う
い
う
こ
と
に
な

る
か
?
こ
の
可
変
資
本
は
出
費
と
し
て
、
投
下
商
人
資
本
に
算
入
さ
れ

る
べ
き
で
あ
る
か

Y

算
入
さ
れ
る
べ
き
で
な
い
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
利

溺
率
均
等
化
の
法
則
と
矛
盾
す
る
か
に
見
え
る
。

5
0
だ
け
し
か
投
下
資

本
と
し
て
計
算
で
き
な
い
の
に

J
gを
投
下
す
る
資
本
家
が
あ
ろ
う
か
?

算
入
さ
れ
る
べ
き
だ
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
商
業
資
本
の
本
質
と
矛
盾
す
る

か
に
見
え
る
。
け
だ
し
、
こ
の
資
本
種
類
が
資
本
と
し
て
機
能
す
る
の

は
、
産
業
資
本
の
よ
う
に
他
人
の
労
働
を
運
動
さ
ぜ
る
こ
と
に
よ
っ
て
で

は
な
く
、
ぞ
れ
自
身
が
労
働
す
る
ー
ー
ー
す
な
わ
ち
売
買
の
機
能
を
果
た
す

!
l
l
こ
と
に
よ
っ
て
で
あ
り
、
ま
た
、
ま
さ
に
そ
れ
に
対
し
且
つ
そ
れ
に

よ
っ
て
の
み
、
産
業
資
本
に
よ
っ
て
生
み
だ
さ
れ
た
剰
余
価
値
の
一
部
分

を
譲
り
受
け
る
か
ら
で
あ
る
。
」
(
間
四
二
O
i
一
ペ
ー
ジ
)

つ
ま
り
商
業
労
働
力
の
購
入
に
投
下
さ
れ
た
可
変
資
本
は
投
下
商
人
資

本
に
算
入
さ
れ
る
か
否
か
が
問
題
な
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
に
た
い
し
マ
ル

ク
ス
は
ま
ず
商
業
賃
労
働
雇
用
の
必
然
性
を
①
産
業
資
本
に
つ
い
て
、
①

商
人
資
本
に
つ
い
て
、
③
不
変
資
本
へ
の
支
出
に
つ
い
て
、
の
順
序
で
次

の
よ
う
に
指
摘
す
る
。

「
各
商
人
が
自
分
自
身
の
労
働
に
よ
っ
て
自
ら
回
転
さ
せ
う
る
だ
け
の
資

本
し
か
所
有
し
な
い
と
す
れ
ば
、
商
人
資
本
の
無
限
の
分
裂
が
生
ず
る
で

あ
ろ
う
。
こ
の
分
裂
は
、
資
本
制
的
生
産
様
式
の
進
行
に
つ
れ
て
生
産
的

資
本
が
よ
り
大
き
な
規
模
で
生
産
し
、
よ
り
大
き
な
分
量
を
も
っ
て
作
用

す
る
の
に
比
例
し
て
、
増
大
す
る
に
違
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
両
者
の
不

均
衡
が
増
大
す
る
。
資
本
が
生
産
部
面
で
集
中
す
る
の
に
比
例
し
て
、
資

本
が
流
通
部
而
で
分
散
す
る
で
あ
ろ
う
。
か
よ
う
に
し
て
、
産
業
資
本
家

の
純
商
人
的
業
務
が
、
し
た
が
っ
て
彼
の
純
商
人
的
支
出
が
、
無
限
に
拡

大
す
る
で
あ
ろ
う
。
け
だ
し
彼
は
、
百
人
づ
つ
で
な
く
、
千
人
づ
つ
の
商

人
と
関
係
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
、
っ
か
ち
で
あ
る
。
か
よ
、
7
に
し
て
、
商
人

資
本
の
自
立
化
の
利
益
の
一
大
部
分
が
失
わ
れ
て
し
ま
う
で
あ
ろ
う
。
純

商
人
的
費
用
の
ほ
か
に
、
他
の
流
通
費
l
l
l
品
分
け
・
発
送
な
ど
|
ー
も

増
大
す
る
で
あ
ろ
、
コ
。
以
上
は
産
業
資
本
に
つ
い
て
で
あ
る
。
こ
ん
ど
は

商
人
資
本
を
考
察
し
よ
う
。
第
一
に
純
商
人
的
労
働
に
つ
い
て
。
大
き
な

数
字
の
計
算
は
小
さ
な
数
字
の
計
算
土
り
も
多
く
の
時
同
を
要
す
る
わ
け

で
は
な
い
。
百
ポ
ン
ド
で
十
度
の
購
入
を
す
れ
ば
、
千
ポ
ン
ド
で
一
度
の

購
入
を
す
る
の
に
比
し
、
十
倍
だ
け
の
時
簡
を
要
す
る
。
十
人
の
小
商
人

と
通
信
す
れ
ば
、
一
人
の
大
商
人
と
通
信
す
る
の
に
比
し
、
十
倍
だ
け
の

通
信
、
用
紙
、
郵
税
を
要
す
る
。
商
業
的
作
業
場
内
で
の
分
業
が
は
っ
き

り
し
て
、
あ
る
者
は
簿
記
係
、
あ
る
者
は
会
計
係
、
あ
る
者
は
通
信
係
、

あ
る
者
は
購
入
係
、
あ
る
者
は
販
売
係
、
あ
る
者
は
出
張
係
、
と
い
う
ふ



う
に
な
れ
ば
、
労
働
時
聞
が
非
常
に
節
約
さ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
卸
売
業

で
使
用
さ
れ
る
商
人
的
労
働
者
の
数
は
、
事
業
の
大
い
さ
と
比
較
す
れ
ば

全
く
と
る
に
日
比
り
ぬ
ほ
ど
で
あ
る
。
そ
れ
は
け
だ
し
、
大
規
模
に
行
わ
れ

て
も
小
規
模
に
行
わ
れ
て
も
同
一
機
能
は
同
等
量
の
労
働
時
間
を
要
す
る

と
い
う
こ
と
が
、
商
業
で
は
産
業
で
よ
り
も
迄
か
に
甚
だ
し
い
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
フ
て
ま
た
集
積
が
、
商
人
的
事
業
で
は
産
業
的
作
業
場
で
よ

り
も
歴
史
的
に
早
く
か
ら
現
わ
れ
る
。
さ
ら
に
、
こ
ん
ど
は
不
変
資
本
へ

の
支
出
に
つ
い
て
。
百
個
の
小
事
務
所
は
一
個
の
大
事
務
所
よ
り
も
、
百

個
の
小
倉
庫
は
一
個
の
大
倉
庫
よ
り
も
、
無
限
に
よ
り
多
く
の
費
用
を
要

す
る
、
等
々
。
運
輸
費

i
lこ
れ
は
少
し
に
も
せ
よ
、
投
下
さ
れ
る
べ
き

費
用
と
し
て
商
人
的
事
業
に
か
か
っ
て
く
る
|
|
は
、
分
裂
に
つ
れ
て
増

大
す
る
。

)(ω
四
二
一

11
二
ペ
ー
ジ
)

か
く
し
て
商
業
賃
労
働
力
を
一
雇
用
し
な
け
れ
ば
「
産
業
資
本
家
は
、
自

分
の
事
業
の
商
業
的
部
分
に
よ
り
多
く
の
労
働
と
流
通
費
と
を
支
出
せ
ね

ば
な
ら
ぬ
で
あ
ろ
う
。
同
一
商
人
資
本
が
多
数
の
小
商
人
間
に
分
割
き
れ

れ
ば
、
こ
の
分
裂
に
よ
っ
て
、
そ
の
諸
機
能
の
媒
介
に
遥
か
に
多
数
の
労

働
者
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
。
ま
た
さ
ら
に
、
同
一
商
品
資
本
を
回
転
さ
せ

る
た
め
に
、
よ
り
多
く
の
商
人
資
本
を
要
す
る
で
あ
ろ
う
己
(
川
間
四
ニ
ニ
ー
ー

三
ペ
ー
ジ
〉

で
は
こ
の
よ
う
な
役
割
を
果
た
す
商
業
賃
労
働
力
に
投
下
さ
れ
る
可
変

資
本
へ
の
利
潤
の
支
払
と
、
こ
の
可
変
資
本
そ
れ
自
体
の
枯
填
の
問
題
は

ど
の
よ
う
に
解
決
さ
れ
る
か
。
マ
ル
ク
ス
は
ま
ず
次
の
よ
う
に
い
う
。

「
諸
商
品
の
売
買
に
直
接
に
也
以
下
さ
れ
る
総
商
人
資
本
を

B
と
名
づ

商
業
利
潤
と
流
通
費

け
、
商
業
的
補
助
労
働
者
へ
の
支
払
に
投
下
さ
れ
る
そ
れ
栴
当
の
可
変
資

本
を
b
と
名
づ
け
る
な
ら
ば
、

B
+
b
は
、
各
商
人
が
助
手
な
し
に
や
っ

て
ゆ
く
ー
ー
ー
つ
ま
り
門
資
本
の
〕
一
部
分
を
b
に
投
じ
な
い
!
!
と
仮
定

し
た
場
合
の
総
商
人
資
本
B
の
大
い
き
よ
り
も
小
で
あ
る
。
と
は
い
え
、

ま
だ
ま
だ
困
難
が
片
づ
い
た
わ
け
で
は
な
い
。

商
品
の
販
売
価
格
は
、
(
二
、

B
+
b
に
対
す
る
平
均
利
潤
含
支
払
う

に
足
り
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
こ
と
は
す
で
に
、

B
十

b
は
最
初
の

B
一
般

を
縮
小
し
た
も
の
だ
と
い
う
こ
と
、

b
な
し
に
必
要
と
さ
れ
る
よ
り
も
小

さ
い
商
人
資
本
を
表
わ
す
と
い
う
こ
と
に
よ
っ
て
、
明
か
に
さ
れ
て
い

る
。
だ
が
こ
の
販
売
価
格
は
、
つ
一
)
、
い
ま
追
加
的
に
現
わ
れ
る
b
へ
の

利
潤
の
ほ
か
に
、
支
払
わ
れ
た
労
賃
た
る
商
人
の
可
変
資
本

u
bそ
の
も

の
を
も
填
補
す
る
に
足
り
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の
後
者
が
困
難
な
の
だ
。

b

は
、
新
た
な
価
格
成
分
を
な
す
の
で
あ
る
か
、
そ
れ
と
も
単
に
、

B
十

b

を
も
っ
て
取
得
さ
れ
る
利
潤
の
一
部
分
l
l
l商
業
的
労
働
者
に
関
し
て
の

み
労
賃
と
し
て
現
象
し
、
商
人
そ
の
も
の
に
関
し
て
は
彼
の
可
変
資
本
の

単
な
る
填
補
と
し
て
現
象
す
る
部
分
ー
ー
で
あ
る
か
?
後
の
場
合
に

は
、
商
人
が
そ
の
投
下
資
本
B
十

b
に
対
し
て
取
得
す
る
利
潤
は
、
一
般

的
利
潤
率
に
従
っ
て

B
に
帰
属
す
る
利
潤
、
プ
ラ
ス
b
1
1
1
こ
の
後
者
を

彼
は
労
貨
の
形
態
で
支
払
う
が
、
そ
れ
自
身
は
何
ら
の
利
潤
も
も
た
ら
さ

な
い

i
lに
等
し
い
だ
け
で
あ
ろ
う
。

問
題
は
事
実
上
、

b
の
極
限
(
数
学
的
意
味
で
の
)
を
発
見
す
る
こ
と
に

帰
す
る
。
ま
ず
、
困
難
を
は
っ
き
り
さ
せ
よ
う
。
商
品
の
売
買
に
直
接
に

投
下
さ
れ
る
資
本
を
B
と
名
づ
け
、
と
の
機
能
に
消
費
さ
れ
る
不
変
資
本

一
一一一
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(
物
象
的
な
取
扱
費
)
を
V
A

と
名
づ
け
、
商
人
が
授
下
す
る
可
変
資
本
を
b

と
名
づ
け
よ
う
。

B
の
填
補
は
ま
っ
た
く
何
ら
の
国
難
も
口
五
し
な
い
。
そ
れ
は
商
人
に
と

っ
て
は
実
現
さ
れ
た
購
入
価
格
1
1
1
ま
た
は
製
造
業
者
に
と
っ
で
の
生
産

価
樋
ー
ー
に
す
ぎ
な
い
。
商
人
は
こ
の
価
格
を
支
払
う
。
そ
し
て
再
板
売

に
よ
っ
て
商
人
は
、
被
の
販
売
価
格
の
部
分
と
し
て
B
を
回
収
す
る
。
そ

し
て
こ
の

B
以
外
に
、
さ
さ
に
説
明
し
た
よ
う
に
B
に
対
す
る
利
潤
を
受

け
と
る
。
た
と
え
ば
商
品
は
百
ポ
ン
ド
を
要
費
す
る
。
こ
れ
じ
対
す
る
利

潤
は
一

O
Mだ
と
し
よ
う
。
す
る
と
商
品
は
百
十
ポ
ン
ド
で
売
ら
れ
る
。

商
品
は
す
で
に
前
か
ら
百
ポ
ン
ド
を
要
費
し
た
の
で
あ
っ
て
、
百
ポ
ン
ド

の
商
人
資
本
は
こ
れ
に
十
ポ
ン
ド
を
付
加
す
る
に
す
、
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
K
を
と
っ
て
み
れ
ば
、
こ
れ
は
た
か
だ
か
、
生
産
者
が
売
買
に

消
費
す
べ
き
不
変
資
本
部
分
、
と
い
っ
て
も
彼
が
生
産
に
直
擦
に
使
用
す

る
不
変
資
本
へ
の
一
追
加
分
を
な
す
べ
き
部
分
と
同
じ
大
い
さ
で
あ
り
、

事
実
上
で
は
こ
の
部
分
よ
り
も
小
さ
い
。
と
は
い
え
、
こ
の
部
分
は
た
え

ず
商
品
の
価
格
か
、
り
填
補
さ
れ
ね
ば
な
、
り
ぬ
。
ま
た
は
、
同
じ
こ
と
で
あ

る
が
、
商
品
の
相
当
部
分
が
こ
の
〔
不
変
資
本
〕
形
態
で
た
え
ず
支
出
さ

れ
ね
ば
な
ら
ず
、

1141a会
の
総
資
本
を
考
察
す
れ
ば
、
|
|
こ
の
形
態

で
た
え
ず
再
生
産
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
投
下
不
変
資
本
の
こ
の
部
分
は
、

直
接
に
生
産
に
投
下
さ
れ
て
い
る
不
変
資
本
全
一
貴
と
同
じ
よ
う
に
、
利
調

率
に
た
い
し
制
限
的
に
作
用
す
る
で
あ
ろ
う
。
産
業
資
本
家
が
白
分
の
事

業
の
商
業
的
部
分
を
商
人
に
委
ね
る
か
ぎ
り
で
は
、
彼
は
と
の
資
本
部
分

を
投
下
す
る
必
嬰
が
な
い
。
彼
の
代
り
に
商
人
が
こ
れ
を
投
下
す
る
。
こ

四

れ
は
、
そ
の
か
ぎ
り
で
は
名
目
的
に
す
、
ぎ
な
い
。
商
人
は
、
彼
が
消
費
し

た
不
変
資
本
(
物
象
的
な
取
扱
費
)
を
、
生
産
も
再
生
産
も
し
な
い
。
だ
か

ら
、
と
れ
の
生
産
は
、
特
定
の
産
業
資
本
家
た
ち
の
独
自
的
事
業
・
ま
た

は
少
く
と
も
事
業
の
一
部
分
・
と
し
て
現
象
す
る
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら

の
産
業
資
本
家
た
ち
は
、
生
活
手
段
を
生
産
す
る
資
本
家
に
不
変
資
本
を

提
供
す
る
産
業
資
本
家
と
同
じ
役
割
を
演
ず
る
。
商
人
は
、
第
一
に
こ
れ

〔
不
変
資
本
〕
を
填
補
し
て
も
ら
い
、
第
二
に
は
こ
れ
に
対
す
る
利
潤
を

受
け
と
る
。
そ
こ
で
こ
の
両
者
に
土
り
、
産
業
資
本
家
に
と
っ
て
の
利
潤

の
減
少
が
生
ず
る
。
だ
が
、
分
業
に
と
も
な
う
集
積
と
節
約
と
の
お
か
げ

で
、
産
業
資
本
家
自
身
が
こ
の
資
本
を
投
下
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
場
合
に
較
べ

れ
ば
、
そ
の
減
少
度
は
低
く
な
る
。
利
潤
率
の
低
落
度
が
少
く
な
る
の

は
、
と
う
し
た
投
下
資
本
が
減
少
す
る
か
ら
で
あ
る
。

だ
か
ら
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
で
は
、
販
売
価
格
は
、

B
+
K
十
利
潤

(
B
十

K
に
対
す
る
)
か
ら
成
り
立
つ
。
販
売
価
格
の
こ
の
部
分
は
、
前
述

し
た
と
こ
ろ
に
よ
れ
ば
何
ら
の
困
難
も
呈
し
な
い
。
」
(
間
四
二
一
ニ
1
1
1
1

五
ペ
ー

ジ
)そ
し
て
、
「
と
こ
ろ
が
今
や
、

b
が
、
す
な
わ
ち
商
人
に
よ
ヲ
て
投
下

さ
れ
る
可
変
資
本
が
、
は
い
っ
て
く
る
」
ハ
間
四
二
五
ペ
ー
ジ
〉
と
し
て
、
当

面
の
問
題
で
あ
る
b
の
考
察
に
は
い
る
。

b
が
考
察
に
は
い
る
や
「
販
売
何
絡
は
、

B
十
K
+
b
+
利
潤

(
B
+

K
に
対
す
る
)
十
利
潤

(
b
に
対
す
る
)
と
な
る
。

B
は
、
購
買
価
格
を
填

補
す
る
に
す
ぎ
ず
、

B
に
対
す
る
利
潤
以
外
に
は
何
ら
の
部
分
も
こ
の
価

格
に
付
加
し
な
い
。

K
は、

K
に
対
す
る
利
潤
を
付
加
す
る
ば
か
り
で
な



く、

K
そ
の
も
の
を
付
加
す
る
。
だ
が
、

K
+
利
潤

(
K
に
対
す
る
ヌ
す

な
わ
ち
、
流
通
費
の
う
ち
不
変
資
本
の
形
態
で
投
下
さ
れ
る
部
分
、
プ
ラ

ス
、
こ
れ
に
照
応
す
る
平
均
利
潤
は
、
商
人
的
資
本
家
の
手
に
お
け
る
よ

り
も
崖
業
資
本
家
の
子
に
お
け
る
方
が
大
き
い
で
あ
ろ
う
。
平
均
利
潤
の

減
少
は
、
全
平
均
利
潤
が

l
1投
下
託
業
資
本
か
ら
B
+
K
を
控
除
し
て

か
ら
ー

l
算
定
さ
れ
て
、

B
+
K
の
た
め
の
平
均
利
潤
か
ら
の
控
除
分
が

商
人
に
支
払
わ
れ
る
と
い
う
形
態
で
現
象
す
る
の
で
あ
り
、
し
た
が
っ

て
、
こ
の
控
除
分
は
一
特
殊
的
資
本
た
る
商
人
の
利
潤
と
し
て
現
象
す

る
。
」
(
附
田
二
五
ペ
ー
ジ
)

つ
ま
り
e

、
B
と
B
に
対
す
る
利
潤
、

K
と
K
に
対
す
る
利
潤
に
は
問
題

は
な
い
。
産
業
資
本
家
が
流
通
機
能
を
営
む
場
合
よ
り
も
、
商
業
資
本
家

が
そ
れ
を
お
こ
な
う
場
合
の
不
変
資
本
と
そ
の
利
潤
は
、
専
門
化
の
結
果

と
し
て
減
少
す
る
。
そ
し
て
産
業
資
本
家
が
流
通
機
能
を
み
ず
か
ら
営
む

場
合
よ
り
、
よ
り
高
い
平
均
利
潤
を
入
手
し
、

B
と
K
の
た
め
の
平
均
利

潤
が
商
人
資
本
の
利
潤
と
い
う
形
で
商
業
資
本
家
の
子
に
は
い
る
の
で
あ

る。
と
こ
ろ
が
「
b
十
利
潤

(
b
に
対
す
る
)
に
つ
い
て
は
、
す
な
わ
ち
、
利

潤
率
が
一

ovmと
想
定
さ
れ
て
い
る
こ
の
場
合
の
b
十
h

b
に
つ
い
て
は

趣
き
が
異
な
る
」
(
同
上
)
の
で
あ
っ
て
、
「
こ
こ
に
現
実
の
困
難
が
横
た

わ
っ
て
い
る
」
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
「
商
人
が
b
で
買
う
の
は
、
想
定

に
よ
れ
ば
、
単
に
商
人
的
な
労
働
、
つ
ま
り
、
資
本
流
通
の
機
能

w
l
G

お
よ
び
G

W

を
媒
介
す
る
に
必
要
な
労
働
で
あ
る
。
し
か
る
に
商
人
的

労
働
は
、
一
資
本
が
商
人
資
本
と
し
て
機
能
す
る
た
め
に
1
1
1
そ
れ
が
商

商
業
利
潤
之
流
通
費

品
の
貨
幣
へ
の
・
お
よ
び
貨
幣
の
商
品
へ
の
・
転
形
を
媒
介
す
る
た
め
に

|
i
一
般
的
に
必
要
な
労
働
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
価
値
を
実
現
す
る
が
何

ら
の
価
値
も
創
造
し
な
い
労
働
で
あ
る
。
そ
し
て
一
資
本
が
か
か
る
機
能

を
行
う

l
iつ
ま
り
一
資
本
-
家
が
自
分
の
資
本
を
も
っ
て
こ
の
操
作
・
労

働
を
行
う
i
ー
か
ぎ
り
で
の
み
、
こ
の
資
本
は
商
人
資
本
と
し
て
機
能
し

て
一
般
的
利
潤
率
の
規
制
に
参
加
す
る
、
す
な
わ
ち
総
利
潤
か
ら
自
己
の

配
当
分
を
受
け
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
b
+
利
潤
〈
b
に
対
す
る
)
に
お

い
て
は
、
第
一
に
は
、
労
働
が
支
払
わ
れ
る
か
に
見
え
(
け
だ
し
、
産
業
資

本
家
が
商
人
に
た
い
し
商
人
自
身
の
労
働
に
支
払
う
か
、
そ
れ
と
も
商
人
に
よ
っ
て

支
払
わ
れ
る
事
務
員
の
労
働
に
支
払
う
か
は
、
同
じ
こ
と
だ
か
ら
)
、
第
二
に
は
、

商
人
自
身
が
な
す
べ
き
こ
の
労
働
へ
の
支
払
に
た
い
す
る
利
潤
が
〔
支
払

わ
れ
る
か
に
見
え
る
〕
。
商
人
資
本
は
、
第
一
に
は
b
の
払
一
民
を
受
け
と

り
、
第
三

ιは
こ
れ
に
対
す
る
利
潤
を
受
け
と
る
。
つ
ま
り
、
こ
う
し
た

こ
と
が
生
ず
る
の
は
、
商
人
資
本
は
第
一
に
、
そ
れ
を
商
人
資
本
と
し
て

機
能
さ
せ
る
労
働
の
支
払
を
し
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
、
お
よ
び
、
そ
れ

は
第
二
に
、
ぞ
れ
が
資
本
と
し
て
機
能
す
る
が
ゆ
え
に
1

1

す
な
わ
ち
機

能
資
本
と
し
て
利
潤
を
支
払
わ
れ
る
労
働
を
な
す
が
ゆ
え
に
|
|
利
潤
を

支
払
っ
て
も
ら
う
と
い
う
こ
と
、
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
だ
か
ら
こ
れ
が
解

決
さ
れ
る
べ
き
問
題
で
あ
る
。
」

(ω
四
一
一
五
六
ペ
ー
ジ
)

そ
し
て
マ
ル
ク
ス
は
次
の
よ
う
な
解
決
策
を
示
す
。

「回
U
H
0
0
、
げ
U
H
D
、
利
潤
率
一

O
%と
仮
定
し
よ
う
。
同
1

0

と
す
る

*
 

の
は
、
こ
こ
で
は
一
問
題
で
な
く
す
で
に
片
づ
い
た
こ
の
購
買
価
格
要
素
を

再
び
徒
ら
に
算
入
し
な
い
た
め
で
あ
る
。
か
く
し
て
販
売
価
格
は
切
十
司

一
一
五
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円

3
目
V

二
仲
差
益
品
問
)
I
H
O
G
+
呂
十

十
ず
十
M

U

(

U

∞
十
切
句
、

Tσ
十
ヴ
日
u
J

H
O
+
H
U
H
N
H
で
あ
ろ
う
。

※
『
購
買
価
格
』
は
問
販
売
価
格
』
の
誤
り
で
あ
ろ
う
。

|
1訳
者
。

だ
が
、

b

が
商
人
に
よ
り
労
賃
に
投
下
さ
れ
な
い
と
す
れ
ば
、

|
|
1
b

が
商
人
的
労
働
、
つ
ま
り
、
産
業
資
本
が
市
場
に
投
ず
る
商
品
資
本
の
価

値
を
実
現
す
る
に
必
要
な
労
働
に
す
〈
払
わ
れ
る
に
す
ぎ
ぬ
場
合
に
は
、
-

l
事
態
は
次
ざ
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

B
1
5
0
で
買
い
ま
た
は
売
る
た
め

に
商
人
は
自
分
の
時
間
を
費
す
で
あ
ろ
う
が
、
彼
が
使
、
7
時
間
は
こ
れ
だ

け
と
仮
定
し
よ
う
。

b
ま
た
は
巴
に
よ
っ
て
代
表
さ
れ
て
い
る
商
人
的
労

働
は
、
そ
れ
が
労
賃
に
よ
っ
て
で
な
く
利
部
に
よ
っ
て
支
払
わ
れ
る
と
す

れ
ば
、
別
の
商
人
資
本
l
H
S
を
前
提
す
る
こ
と
に
な
る
。
け
だ
し
、
こ

れ
〔
商
人
資
本
包
口
〕
の
一

O
M
1ヴ
l
Eだ
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
第
二
の

B
l
z
o
は
商
品
の
価
格
に
追
加
的
に
は
入
り
こ
ま
な
い
が
、
一

O
M
m
の

方
は
追
加
的
に
入
り
こ
む
で
あ
ろ
う
。
だ
か
ら
、

H
O
C
の
二
倍
U
M
O
D
で
あ

り
、
商
品
を

8
0十
M
D
U
N
N
O

で
買
う
〔
売
る
?
〕
こ
と
に
な
ろ
う
。
」

(ω
四
二
六

i
七
ペ
ー
ジ
)

右
の
二
つ
の
解
決
策
の
う
ち
、
後
者
の
場
合
で
は
、
剰
余
価
値
を
何
ら

生
み
出
さ
な
い
商
業
賃
労
働
力
へ
の
支
払
の
た
め
に
、
商
業
資
本
家
は
同

じ
く
、
価
値
も
剰
余
価
値
も
生
産
し
な
い
商
業
資
本
を
更
に
一

O
Oも
余

分
に
投
下
す
る
と
想
定
さ
れ
て
い
ろ
の
で
あ
る
か
ら
、
そ
も
そ
も
商
品
資

本
の
独
立
化
の
意
義
を
否
定
す
る
こ
と
に
な
り
、
真
の
解
決
で
な
い
こ
と

は
自
明
で
あ
る
。

そ
こ
で
真
の
マ
ル
ク
ス
の
支
持
す
る
解
決
策
は
、

b
と
b
の
利
潤
を
販

一
一
六

売
価
格
に
付
加
す
る
前
者
で
あ
る
。
販
売
価
格
は
H
C
C
+
忌
十
忌
+
H
U
H
N
H

で
あ
る
が
、
こ
の
う
ち

B
O
D
Sと
そ
の
利
潤

0
3お
よ
び
b
の
利
潤
企
)

は
商
品
の
現
実
的
価
偲
部
分
で
あ
り
、

b
(
H
O
〉
は
販
売
価
格
に
追
加
さ
れ

る
名
目
価
値
な
の
で
あ
る
。

さ
て
以
上
、
商
業
利
潤
と
流
通
費
に
か
ん
す
る
マ
ル
ク
ス
の
見
解
の
大

要
を
み
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
「
流
通
費
」
研
究
の
先
駆
右
と
し
て
認

め
ら
れ
て
い
る
安
部
隆
一
教
授
の
所
説
を
紹
介
し
、
若
干
の
検
討
を
試
み

ド
J

匹、つノ。

ー，、

戦
中
か
、
り
敗
戦
直
後
に
か
け
て
、
流
通
諸
費
用
を
研
究
さ
れ
、
ロ

i
ゼ

ン
ベ
ル
グ
と
同
一
の
立
場
に
立
っ
て
い
た
と
は
い
え
、
こ
の
研
究
分
野
で

先
駆
者
約
位
置
を
占
め
て
お
ら
れ
る
の
は
、
安
部
隆
一
教
授
で
あ
り
、
そ

の
成
果
は
『
流
通
諸
費
用
の
経
済
学
的
研
究
』
(
伊
藤
書
庄
、
昭
和
二
二
年
九

月
)
と
し
て
発
表
さ
れ
て
い
た
。
教
授
は
、
流
通
費
の
研
究
は
、
す
べ
て

『
資
本
論
』
に
出
発
し
、
『
資
本
論
』
に
帰
る
が
、
そ
の
単
な
る
解
説
や

要
約
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
、
と
さ
れ
て
い
た
。

そ
こ
で
、
右
の
商
業
賃
労
働
者
の
問
題
を
こ
の
著
書
で
教
授
が
ど
の
よ

う
に
解
説
さ
れ
て
い
る
か
を
み
よ
う
。

ぷ
授
は
、
流
通
諸
費
用
と
し
て
、
純
粋
流
通
諸
費
用
(
売
買
費
用
、
簿
記
)

・
保
管
諸
費
用
・
運
送
諸
費
出
を
と
り
あ
げ
て
研
究
さ
れ
て
い
る
が
、
純

粋
な
流
通
費
の
な
か
の
、
さ
き
の

B
部
分
に
つ
い
て
は
、
ま
だ
問
題
が
残

っ
て
い
る
、
と
し
て
次
の
よ
う
に
い
う
。



「
一
体
、
商
業
資
本
が
資
本
た
る
の
機
能
を
は
た
す
の
は
、
そ
れ
が
産
業

資
本
の
よ
う
に
労
働
者
を
労
働
せ
し
め
る
か
ら
で
は
な
く
い
わ
ば
そ
れ
自

身
労
働
す
る
こ
と
に
よ
る
の
で
あ
る
。
し
か
る
に
何
故
に
商
業
資
本
は
商

業
労
働
者
を
雇
傭
し
ま
た
流
通
手
段
を
購
買
し
て
、
も
っ
て
『
資
本
制
(
大

規
模
)
商
業
』
の
形
態
を
と
る
の
で
あ
る
か
。
換
言
す
れ
ば
B
の
み
に
て

充
分
で
あ
る
筈
で
あ
る
の
に
、
な
お

K
な
ら
び
に
b
を
前
貸
す
る
の
で
あ

る
か
。
」
(
二
三
ペ
ー
ジ
)

こ
の
問
題
に
対
し
て
教
授
は
マ
ル
ク
ス
に
依
拠
し
て
次
の
よ
う
に
答
え

マ。。
第
一
に
、
商
業
労
働
者
は
、
直
接
増
殖
価
値
を
つ
く
り
だ
さ
な
い
が
、

無
償
労
働
に
よ
っ
て
、
殖
増
殖
価
値
か
ら
の
控
除
分
を
減
少
せ
し
め
る
。

さ
ら
に
商
業
労
働
者
の
分
業
は
、
営
業
の
規
模
の
大
き
さ
に
く
ら
べ
て
流

通
費
が
相
対
的
に
少
な
く
て
す
む
の
で
増
殖
価
値
か
ら
の
控
除
額
を
減
少

さ
せ
る
。

第
二
に
、
大
規
模
営
業
は
、
小
規
模
蛍
業
に
く
ら
べ
て
相
対
的
に

K
部

分
を
減
少
さ
せ
る
。

以
上
は
個
々
の
商
業
資
本
家
の
立
場
か
ら
み
た
場
合
で
あ
る
が
、
社
会

的
総
資
本
の
立
場
か
ら
み
て
も
次
の
よ
う
な
点
で
有
利
で
あ
る
。

も
し
商
業
資
本
家
が
、
商
業
労
働
者
を
雇
傭
せ
ず
、
自
ら
の
労
働
を
も

っ
て
営
業
す
る
な
ら
、
第
一
に
、
自
ら
の
労
働
に
は
限
度
が
あ
る
の
だ
か

ら
、
商
業
資
本
は
無
限
に
細
分
さ
れ
、
社
会
的
に
売
買
費
用
は
著
し
く
増

大
す
る
、
第
二
に
、
売
買
費
用
だ
け
で
な
く
社
会
的
総
資
本
の
な
か
の
商

業
資
本
の
割
合
が
著
し
く
増
大
し
、
か
く
し
て
一
般
的
利
潤
率
は
低
下
す

商
業
利
潤
と
流
通
費

る
、
と
い
う
マ
イ
ナ
ス
が
生
ず
る
の
で
あ
る
。

要
す
る
に
、
商
業
資
本
家
が
、
自
ら
労
働
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
商
業
利

潤
を
入
手
す
る
場
合
は
、
こ
の
商
業
資
本
家
の
労
働
力
は
、
出
費
と
し
て

ゼ
ロ
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
そ
の
労
働
は
価
値
を
何
ら
生
産
し

な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
産
業
資
本
が
生
産
過
程
で
つ
く
り
出
し
た
剰

余
価
値
の
一
部
を
商
業
利
潤
と
し
て
入
手
す
る
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
る

が
、
商
業
資
本
家
が
商
業
労
働
者
を
一
雇
一
周
す
る
場
合
は
、
そ
の
労
働
力
の

価
値
を
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
し
て
も
、
無
償
労
働
部
分
に
つ
い
て
は

出
費
ゼ
ロ
で
あ
る
上
、
さ
ら
に
商
業
労
働
上
の
分
業
の
利
益
に
よ
っ
て
商

業
資
本
量
と
流
通
費
が
減
少
す
る
と
い
う
利
益
が
あ
り
、
こ
れ
が
個
人
的

商
人
に
く
ら
べ
て
、
商
業
労
働
者
を
一
雇
用
す
る
商
業
資
本
家
の
長
所
な
の

(
4
)
 

で
あ
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

(
4
〉
こ
こ
で
商
人
個
人
の
商
業
労
働
は
出
費
ゼ
ロ
で
、
商
業
賃
労
働
者
を
雇
傭

す
れ
ば
、
賃
金
と
い
う
出
費
が
必
要
と
な
る
、
と
い
う
点
で
一
考
を
要
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
な
る
ほ
ど
両
者
の
労
働
は
、
と
も
に
商
品
に
価
値
を
追
加
す
る

労
働
で
は
な
い
。
し
か
し
同
じ
労
働
を
し
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
、
個
人
商
人

の
商
業
労
働
に
つ
い
て
も
、
商
人
自
身
が
、
自
分
自
身
に
賃
金
を
支
払
う
と
い

う
よ
う
な
考
え
の
方
が
、
現
実
の
国
民
所
得
を
考
え
る
場
合
に
合
理
的
で
は
な

か
ろ
う
か
。
も
ち
ろ
ん
国
民
所
得
の
立
場
を
離
れ
て
、
商
人
個
人
の
立
場
に
立

て
ば
商
人
個
人
の
商
業
労
働
は
出
費
ゼ
ロ
で
あ
る
こ
と
に
間
違
い
は
な
い
。

と
こ
ろ
で
教
授
は
細
分
化
さ
れ
た
商
業
資
本
の
も
と
で
の
一
般
利
潤
率

の
低
下
を
次
の
よ
う
に
数
字
を
あ
げ
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。

「
今
細
分
さ
れ
た
商
業
資
本
家
に
帰
属
す
る
商
業
利
潤
が
、
商
業
労
働
者

一
一
七



商
業
利
潤
と
流
通
費

の
賃
銀
に
等
し
い
と
し
て
み
よ
う
。
こ
の
こ
と
は
、
単
に
蕗
業
資
本
家
が

商
業
労
働
者
に
か
わ
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
み
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、

こ
の
賃
銀
を
一
般
利
潤
率
に
よ
っ
て
還
元
し
た
額
だ
け
商
業
資
本
が
増
大

す
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。
ロ
l
H
G
O
w
σ
U
H
O
L
M
N
U
H
O
川
駅
で
、
穴

1
0

で
あ
る
と
仮
定
す
る
。

(
K
は
こ
こ
で
は
問
題
外
に
し
て
よ
い
か
ら
で
あ
る
。
)

(
ま
た
こ
こ
で
阿
部
教
授
が
~
と
し
て
い
る
の
は
剰
余
価
値
か
ら
流
通
費
を
差
し
引

い
た
場
合
の
平
均
利
潤
率
で
あ
り
、
ロ
l
ゼ
ン
ベ
ル
グ
方
式
に
よ
る
そ
れ
で
あ
る
0

1

1

井
上
)
い
ま
、
商
業
労
働
者
は
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
か
ら
、

b
は

賃
銀
と
し
て
で
は
な
く
商
業
利
潤
と
し
て
支
払
わ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
こ
の

こ
と
は
、
既
存
の
回

1
5
0
の
他
に
、
も
う
一
つ
の
切

1
5
0な
る
商
業
資

本
が
存
在
す
る
こ
と
に
な
る
。
と
い
う
の
は
、
切
H
H
C
C
の
H
O
W
伎は、

b

に
等
し
い
刊
に
相
当
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
で
、
商
業
資
本
は
、

回
十
σ
l
H
C
O
十
H
o
l
H
H
O
の
か
わ
り
に
、
今
や
N

∞l
N
O
C
に
増
加
す
る
。

し
か
し
商
業
利
潤
が
商
業
労
働
者
の
賃
銀
に
等
し
い
と
し
た
さ
き
の
仮
定

は
、
も
と
よ
り
誤
っ
て
い
る
。
商
業
労
働
者
の
流
動
せ
し
め
る
労
働
量

は
、
賃
銀
相
当
部
分
日
有
償
部
分
を
超
過
す
る
無
償
部
分
を
ふ
く
ん
で
い

る
か
ら
で
あ
る
。
今
こ
の
無
償
部
分
が
有
償
部
分
の
二
倍
で
あ
る
と
す
れ

N
ヴ

N
O

-
-
u
W
4
0
0
と
な
っ
て
、
最
初
の

B
の
他
に
、
な
お
一
一
つ
の

忌
ぷ

F
b

B
な
る
商
業
資
本
が
存
在
し
な
く
て
は
な
ら
な
く
な
る
。
商
業
資
本
は
、

当
初
の
回
+
σ
U
H
H
C
か
ら
ω
切
日
ω
c
c
に
増
大
す
る
。
か
く
て
社
会
総
資

本
の
う
ち
に
し
め
る
商
業
資
本
の
比
率
は
増
大
し
、
一
般
利
潤
率
は
低
下

す
る
。か
く
て
、
個
々
の
商
業
資
本
と
し
て
も
、
社
会
総
資
本
と
し
て
も
、
流

一
一
八

通
過
程
は
集
中
し
て
ゆ
く
必
然
性
を
有
し
て
い
る
。
こ
れ
『
資
本
制
(
大

規
模
)
商
業
』
の
成
立
し
存
在
す
る
所
以
で
あ
る
。
L

(

二
七
ペ
ー
ジ
〉

し
か
し
右
の
説
明
は
理
解
に
苦
し
む
。
な
ぜ
な
ら
右
の
文
章
で
、
教
授

は
、
「
細
分
さ
れ
た
商
業
資
本
」
を
例
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の

場
合
は
前
提
と
し
て
、
「
商
業
資
本
家
が
、
商
業
労
働
主
一
雇
傭
し
な
い
」

と
さ
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
商
業
労
働
者
が
い
な

い
の
に
、
な
ぜ
細
分
さ
れ
た
商
業
資
本
家
の
利
潤
を
、
商
業
労
働
者
の
賃

銀
に
等
し
い
と
み
る
の
か
。
そ
し
て
例
え
ば
b
を
H
O
と
仮
定
す
れ
ば
、
ロ
N

U
E淡
な
の
だ
か
ら
切

1
8
0
の
ほ
か
に
更
に
切

1
H
gを
必
要
と
す
る
、

な
ど
と
い
わ
れ
る
の
か
。
最
初
の
ロ

1
5
0
の
利
潤
が
呂
、
だ
っ
た
の
で
あ

る
の
に
、
こ
の
呂
を
賃
銀
と
み
て
、
さ
ら
に
、
こ
れ
を
商
業
利
潤
と
み
て

資
本
環
元
し
て
、
も
う
一
つ
の
第
二
の

ω
1
5
0
が
必
要
で
あ
る
な
ど
と

い
う
理
論
は
い
っ
た
い
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
て
く
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ

が
さ
ら
に
無
償
労
働
呂
を
考
え
る
な
ら
、
さ
ら
に
第
三
の

B
が
必
要
に
な

る
と
い
う
に
い
た
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
訳
が
わ
か
ら
な
く
な
る
。
そ
し
て
、

こ
の
よ
う
に
商
業
資
本
が
細
分
さ
れ
て
い
る
と
、

B
が
大
き
く
な
り
、
一

般
利
潤
率
は
低
下
す
る
の
で
、
『
資
本
制
(
大
規
模
)
商
業
』
は
必
然
的

に
生
ま
れ
る
、
と
い
う
の
が
教
授
の
説
明
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
説
に

は
疑
問
な
き
を
得
な
い
の
で
あ
る
。

同
じ
数
字
例
で
マ
ル
ク
ス
が
説
明
し
て
い
る
こ
と
は
、
阿
部
教
授
の
説

と
は
異
な
り
、
ぴ

1
5
を
利
潤
と
考
え
れ
ば
も
う
一
つ
の
切
I
H
C
C

が
必

要
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
は
全
く
仮
空
の
こ
と
な
の
だ
か
ら
、
こ
の
ず

U

H
O
も
流
通
費
と
し
て
商
品
の
現
実
的
価
値
へ
名
目
価
値
と
し
て
追
加
さ



れ
、
販
売
価
格
を
高
め
る
こ
と
に
な
る
の
だ
、
と
い
う
こ
と
な
の
で
あ

る。
以
上
、
商
業
利
潤
、
流
通
費
に
つ
い
て
の
マ
ル
ク
ス
の
理
論
を
考
察
し

て
き
た
の
で
あ
る
が
、
最
後
に
、
論
争
の
中
心
点
で
あ
る
純
粋
の
流
通
費

に
つ
い
て
簡
単
に
ふ
れ
て
お
こ
う
。

マ
ル
ク
ス
が
純
粋
の
流
通
費
は
「
名
目
的
価
値
を
形
成
す
る
一
要
素
と

し
て
商
品
の
販
売
価
格
に
入
り
こ
む
」
と
の
べ
て
い
る
点
に
つ
い
て
、
森

下
二
次
也
教
授
が
「
名
目
的
価
値
を
形
成
す
る
一
要
素
と
し
て
商
品
の
販

売
価
格
に
入
り
こ
む
と
い
う
こ
と
の
意
味
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
こ
の
販

売
価
格
の
一
要
素
は
商
品
の
価
値
の
そ
と
に
付
加
さ
れ
る
の
か
、
そ
れ
と

も
商
品
の
価
値
の
う
ち
で
販
売
価
格
の
一
要
素
と
し
て
名
目
を
与
え
ら
れ

る
に
す
ぎ
な
い
の
か
。
」
(
「
流
通
費
用
の
回
収
」
大
阪
市
大
経
済
研
究
会
『
経
済

学
雑
誌
』
第
五
巻
第
三
・
四
号
七
八
ペ
ー
ジ
〉
と
疑
問
を
の
べ
て
い
る
点
に

つ
い
て
は
、
明
ら
か
に
、
森
下
教
授
の
用
語
の
「
そ
と
に
」
付
加
さ
れ
る

も
の
で
あ
る
こ
と
は
、
マ
ル
ク
ス
の
所
説
か
ら
み
て
疑
問
の
余
地
は
な

く
、
井
田
教
授
が
森
下
説
批
判
で
の
べ
て
い
る
通
り
で
あ
る
。
し
か
し
五

O
の
流
通
費
は
、

C
お
よ
び
V

(
生
活
資
料
)
と
し
て
事
前
に
生
産
さ
れ

て
な
く
て
は
な
ら
な
い
点
は
森
下
教
授
の
い
わ
れ
る
通
り
で
あ
る
。
だ
か

ら
社
会
的
総
資
本
の
再
生
産
の
見
地
か
ら
、
流
通
費
五

O
の
問
題
は
解
決

さ
れ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。

と
こ
ろ
で
井
田
教
授
は
、
『
商
業
資
本
の
研
究
』
の
第
二
章
第
二
節
「
収

入
か
ら
の
控
除
と
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
」
で
「
あ
ら
ゆ
る
通
説
支
持
者

商
業
利
潤
と
流
通
費

は
、
こ
の
問
題
を
論
ず
る
に
当
た
り
、
常
に
ど
こ
で
も
、
剰
余
価
値
か
ら

の
控
除
と
い
う
こ
の
た
っ
た
の
九
文
字
を
馬
鹿
の
一
つ
覚
え
と
し
か
言
い

よ
う
の
な
い
し
か
た
で
繰
り
返
し
て
、
す
べ
て
事
が
足
り
る
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
だ
が
、
い
っ
た
い
、
こ
の
問
題
が
解
明
さ
れ
て
い
る
『
商
業
利

潤
』
の
説
明
の
ど
こ
を
探
し
た
ら
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
が
あ
る
と
い
う

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
は
ク
ス
リ
に
し
た
く
て
も
見
当
た
る
ま
い
。
そ
れ
も
そ

の
は
ず
で
、
そ
こ
の
説
明
は
、
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
で
は
な
く
て
、
利

潤
の
削
減
、
利
潤
率
の
削
減
、
利
潤
率
の
減
少
と
い
う
こ
と
で
一
貫
し
て

い
る
。
」
(
六
八
ペ
ー
ジ
)
と
の
べ
て
い
る
。
そ
し
て
、
『
資
本
論
』
第
二
巻

第
一
篇
第
六
章
第
三
節
「
運
輸
費
」
の
冒
頭
の
「
剰
余
価
値
か
ら
の
控

除
」
で
は
、
流
通
費
の
補
填
が
「
ど
こ
か
ら
」
な
さ
れ
る
か
に
つ
い
て
は

答
え
て
い
る
が
、
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
か
に
つ
い
て
は
答
え
て
い
な

い
、
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
た
し
か
に
第
三
巻
の
「
商
業
利
潤
」
の
説
明

で
は
「
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
」
と
い
う
表
現
で
は
な
く
、
「
利
潤
の
削

減
、
利
潤
率
の
削
減
、
利
潤
率
の
減
少
」
と
表
現
さ
れ
て
い
る
。
し
か

し
、
こ
の
利
潤
は
剰
余
価
値
の
転
化
し
た
形
態
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
両
箇

所
の
表
現
の
相
異
は
、
抽
象
か
ら
具
体
へ
の
説
明
上
の
差
異
で
あ
り
、
利

潤
の
削
減
は
剰
余
価
値
か
ら
の
控
除
の
よ
り
具
体
的
な
表
現
と
み
る
べ
き

で
あ
り
、
両
者
の
聞
に
一
線
を
引
い
て
し
ま
う
わ
け
に
は
行
か
な
い
で
あ

ろ
う
。
問
題
は
井
回
教
授
の
指
摘
の
よ
う
に
「
ど
の
よ
う
に
し
て
」
か
を

経
済
学
の
全
体
系
の
な
か
で
、
よ
り
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
な
の
で
あ

る。

一
一
九




